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◆
世
界
と
つ
な
が
る
海
と
空

島
国
の
日
本
は
国
際
河
川
を
持
た
ず
、
川
上
の
異
国
か
ら
有
害
物
質
が

流
れ
込
む
脅
威
は
な
い
。
し
か
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
南
下
し
て
く
る
流

氷
や
、
大
量
の
震
災
漂
流
物
が
北
米
西
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
か
ら
、
私
た
ち
は
日
本
の
国
土
が
海
と
海
流
に
よ
っ
て
周
辺
諸
国

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
海
よ
り
も
短
時
間
で
世
界
と

つ
な
が
り
、
影
響
範
囲
も
格
段
に
広
い
の
が
「
空
」
で
あ
り
「
大
気
の
流

れ
」
で
あ
る
。

野
鳥
や
旅
行
客
が
運
ぶ
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
Ｐ
Ｍ

２
・
５
な
ど
空
か
ら
の
脅
威
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
実
態
を
調
べ
て
み
た
。

◆
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

こ
の
冬
は
北
海
道
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
奮
っ
た
。
筆
者
と

同
じ
よ
う
に
Ａ
型
に
感
染
し
て
、
つ
ら
い
高
熱
と
自
宅
待
機
を
経
験
し
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
グ
ラ
フ
１
）
北
海
道
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ－

推
移
グ
ラ
フ

参
照

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
中
で
Ａ
型
は
三
八
℃
以
上
の
高
熱
、
悪
寒
、
関
節

・
筋
肉
痛
を
伴
う
こ
と
が
特
徴
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
変
化
し
や
す
く
、
感
染

力
が
高
い
の
で
世
界
的
に
流
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｂ
型
は
Ａ
型
の
よ
う

な
突
然
変
異
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
世
界
的
な
大
流
行
に
は
な
ら
ず
、
Ｃ

型
は
感
染
し
て
も
通
常
の
風
邪
程
度
の
症
状
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
Ａ
型
は
、
ウ
イ
ル
ス
表
面
の
Ｈ
Ａ
（
赤
血
球
凝
集
素
）
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
と
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）、
黄
砂
な
ど

一
般
社
団
法
人
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

専
務
理
事

大

坂

雅

博

み

る

観

察

大
陸
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
や
っ
か
い
な
モ
ノ
た
ち
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グラフ１ インフルエンザ推移（北海道感染症情報センター資料）

図１ 鳥インフルエンザ（２０１４年２月２４日現在）
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工場の煤煙も原因の一つ（中国）

図２ 衛星から観測した PM２．５（青→黄色→赤 の順で高濃度となる）

図３ PM２．５の大きさ比較
一般的な髪の毛の太さ 約７０�（マイクロメートル）
スギ花粉の直径 約３０�＝約０．０３�
PM２．５（微小粒子状物質） ２．５�以下＝約０．００２５�以下
黄 砂 約０．５～０．００１�

PM２．５でかすむビル街と太陽（中国）
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Ｈ
１
か
ら
Ｈ
１６
ま
で
一
六
種
類
、
Ｎ
Ａ
（
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
）
と
い
う

糖
蛋
白
に
よ
り
、
Ｎ
１
か
ら
Ｎ
９
亜
型
の
九
種
類
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
毎
年
冬
に
な
る
と
流
行
す
る
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
う
ち

Ａ
型
は
、
Ｈ
１
Ｎ
１
型
と
Ｈ
３
Ｎ
２
型
で
あ
る
。

◆
人
類
の
三
〇
％
が
感
染
し
た
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
！

有
名
な
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
は
、
一
九
一
八
〜
一
九
年
に
か
け
て
、
全
世
界

的
に
流
行
し
た
、
人
類
が
遭
遇
し
た
最
初
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
感
染
者
六
億
人
、
死
者
二
、
〇

〇
〇
万
〜
五
、
〇
〇
〇
万
人
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
鴨
の
ウ
イ

ル
ス
が
ア
メ
リ
カ
に
運
ば
れ
、
豚
に
感
染
し
て
広
が
っ
た
と
推
定
す
る
記

録
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
世
界
人
口
は
約
一
八
億
〜
二
〇
億
人
程
度
と

思
わ
れ
る
の
で
、
全
人
類
の
約
三
割
が
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
に
感
染
し
た
こ
と

に
な
る
。

日
本
で
は
、
当
時
の
人
口
五
、
五
〇
〇
万
人
に
対
し
感
染
者
二
、
三
〇

〇
万
人
、
死
者
は
三
九
万
人
（
最
新
の
研
究
で
は
四
八
万
人
と
も
）
で

あ
っ
た
。
米
国
で
も
五
〇
万
人
が
死
亡
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
感
染
症

の
み
な
ら
ず
戦
争
や
災
害
な
ど
す
べ
て
の
人
の
死
因
の
中
で
も
、
も
っ
と

も
多
く
の
人
を
短
期
間
で
死
に
至
ら
し
め
た
記
録
的
な
も
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
が
Ｈ
１
Ｎ
１
型
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

後
年
確
認
さ
れ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
抗
生
物
質
も
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
論
外
だ
っ
た
。（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
初
め
て
分
離
さ
れ
た
の
は
一
九
三
三
年
で
あ
る
）

◆
全
国
初
の
「
耐
性
ウ
イ
ル
ス
」
札
幌
で
検
出
！

こ
の
冬
、
全
国
的
に
流
行
が
拡
大
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
子
供
の

感
染
割
合
が
高
く
、
二
〇
一
四
年
第
八
週
の
厚
生
労
働
省
発
表
値
で
は
、

定
点
当
た
り
の
報
告
数
が
北
海
道
は
大
分
県
、
福
井
県
、
福
岡
県
に
次
ぐ

全
国
四
位
の
高
い
感
染
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
札
幌
で
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
（
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
）「
タ

ミ
フ
ル
」
が
効
き
に
く
い
耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
国
立
感

染
症
研
究
所
は
一
月
六
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
患
者
六
人
か
ら
検
出
さ
れ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
タ
ミ
フ
ル
な
ど
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に

耐
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
耐
性
ウ
イ
ル
ス
は
、
薬
の

効
果
を
示
す
「
感
受
性
」
が
通
常
の
五
〇
〇
分
の
一
と
低
い
。
患
者
間
で

直
接
の
感
染
は
な
か
っ
た
と
判
断
す
る
一
方
、
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
の
塩

基
配
列
が
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
一
の
耐
性
ウ
イ
ル

ス
が
札
幌
市
内
で
伝
播
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
同

研
究
所
に
よ
る
と
、
二
月
に
入
っ
て
耐
性
ウ
イ
ル
ス
は
北
海
道
の
一
五
人

の
ほ
か
、
山
形
二
人
、
神
奈
川
一
人
、
三
重
一
人
、
大
阪
一
人
の
五
道
府

県
計
二
〇
人
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
専
門
家
は
「
変
異
型
が
札
幌
で
最

初
に
見
つ
か
っ
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
ウ
イ
ル
ス
は
一
般
に
突
然
変
異

を
繰
り
返
す
も
の
だ
。」
と
話
し
て
い
る
。

今
回
札
幌
で
見
つ
か
っ
た
も
の
と
同
様
の
ウ
イ
ル
ス
は
米
国
で
も
二
〇

－ 5 －



一
三
年
末
ま
で
に
一
〇
例
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
伝
子
の
配
列
か
ら
判

断
す
る
と
、
札
幌
の
ウ
イ
ル
ス
と
は
異
な
る
よ
う
だ
。

な
お
、
こ
の
耐
性
ウ
イ
ル
ス
は
、
タ
ミ
フ
ル
が
効
き
に
く
い
半
面
、
リ

レ
ン
ザ
や
イ
ナ
ビ
ル
な
ど
、
別
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
は
実
験
で
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
同
研
究
所
に
よ
る
と
、
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
四
種

類
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
す
べ
て
に
耐
性
を
示
す
変
異
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ
ま

で
一
例
も
報
告
が
な
い
と
の
こ
と
。
耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も
有
効
な
治
療
薬
が
あ
る
と
分
か
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず

安
心
で
は
あ
る
。
だ
が
こ
れ
と
は
別
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
今
シ
ー

ズ
ン
も
中
国
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

◆
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威

（
図
１
）
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

参
照

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と

す
る
鳥
の
感
染
症
で
、
鳥
類
間
で
し
か
感
染
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、

遺
伝
子
変
異
に
よ
り
人
に
も
感
染
す

る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

現
れ
た
。
こ
れ
が
、
さ
ら
に
人
か
ら

人
へ
持
続
的
に
感
染
す
る
能
力
を
獲

得
す
る
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
と
な
る
心
配
が
あ
る
。

現
在
、
家
禽
類
（
鶏
、
あ
ひ
る
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）
の
間
で
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
症
例
が
増
え
て
い
て
、
今
後
、
こ
れ
が

人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。

◆
鳥
イ
ン
フ
ル
「
Ｈ
７
Ｎ
９
型
」
〜

香
港
で
初
め
て
の
死
者

年
末
年
始
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
深
刻
な
感
染
例
の
報
道
が
後
を

絶
た
な
い
状
況
で
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
六
日
に
は
Ｈ
７
Ｎ
９
型
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
、
初
め
て
の
死
者
が
香
港
で
出
て
い
る
。
一
二
月

三
一
日
に
台
湾
、
二
〇
一
四
年
一
月
三
日
に
は
上
海
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
型

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
確
認
さ
れ
、
一
月
五
日
に
中
国
浙
江
省
で
は
、

三
〇
代
の
女
性
が
重
体
と
な
り
、
翌
六
日
に
は
広
東
省
で
初
の
患
者
が
報

告
さ
れ
る
な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
感
染
者
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
が
実
態

だ
。本

年
三
月
五
日
付
け
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
情
報
に
よ
る
と
、

広
東
省
で
三
月
四
日
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
型
）
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
が
確
定
さ
れ
た
患
者
が
一
人
発
生
し
て
い
る
。
患
者
は
五
九

歳
の
男
性
で
、
二
月
二
六
日
に
発
症
し
三
月
一
日
に
入
院
、
翌
三
月
二
日

に
死
亡
し
て
い
る
。
こ
の
患
者
は
生
き
た
家
禽
と
の
接
触
歴
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
欧
州
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
中
国

で
流
行
中
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
型
）
は
遺
伝
子
が
季
節
性

イ
ン
フ
ル
の
も
の
と
入
れ
替
わ
り
、
人
に
感
染
し
や
す
く
な
る
恐
れ
が
あ
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る
と
警
告
し
て
い
る
。

中
国
で
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
中
で
、
同
時
に
感
染
し
た

場
合
、
体
内
で
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
の
組
み
換
え
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
へ
の
感
染
者
は
一
月
三
〇
日
現
在
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
中
国
本
土
と
香
港
で
計
一
二
四
人
（
死
者
二
五
人
）、
昨
年
三
月
以
降

で
は
中
国
本
土
、
香
港
、
台
湾
で
計
二
七
三
人
（
死
者
は
七
四
人
）
と

な
っ
て
い
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
日
本
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
Ｈ
７
Ｎ
９
型
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
患
者
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
人
か
ら
人
に
持
続
的
に
感
染

し
た
例
は
な
く
、
患
者
が
海
外
か
ら
日
本
に
渡
航
し
て
き
た
と
し
て
も
す

ぐ
に
大
流
行
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
現
状
で
は
タ
ミ
フ
ル
が
有
効
と
さ

れ
る
が
詳
細
は
調
査
中
で
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
。

◆
新
し
い
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
と
予
防
の
基
本

こ
の
他
に
も
、
中
国
江
西
省
で
は
昨
年
末
、
肺
炎
で
死
亡
し
た
女
性
か

ら
Ｈ
１０
Ｎ
８
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
こ
の
型
の
人
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
世
界
で
初
め
て
だ
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
弱
く
、
人
か
ら
人
に
感
染
し
て
患
者
が
爆
発
的
に

増
え
る
恐
れ
は
少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
二
月
に
隣
の
韓

国
で
大
流
行
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
は
Ｈ
５
Ｎ
８
型
で

あ
っ
た
。

耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
新
型
イ
ン
フ
ル
も
鳥
イ
ン
フ
ル
も
、
予
防
が

肝
心
で
、
正
し
い
や
り
方
で
の
手
洗
い
や
う
が
い
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理

と
い
っ
た
基
本
事
項
を
守
る
こ
と
が
大
切
。
鳥
イ
ン
フ
ル
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
は
用
事
も
な
い
の
に
家
禽
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
場
所
に
近
づ
い
た
り
、

鳥
類
に
触
れ
た
り
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
ほ
し
い
と
、
厚
労
省
は
呼
び
か

け
て
い
る
。

◆
拡
大
防
止
策
は
充
分
取
ら
れ
て
い
る
の
か

二
〇
〇
九
年
に
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
時
は
、
発
生
国
か
ら

到
着
す
る
航
空
機
内
で
は
体
温
・
健
康
状
態
の
確
認
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

の
出
入
国
者
に
対
し
て
空
港
で
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
体
温
チ
ェ
ッ
ク

を
徹
底
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
空
港
で
の
対
策
も
取
ら
れ
て
お

ら
ず
、
渡
航
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
程
度
だ
。
昨
年
一
二
月
の
一

ヵ
月
間
だ
け
で
、
中
国
か
ら
日
本
に
訪
れ
る
観
光
客
は
九
万
六
〇
〇
〇
人

を
超
え
て
い
る
。
感
染
し
た
人
が
気
づ
か
ず
に
日
本
に
や
っ
て
く
る
可
能

性
は
低
く
な
い
。
さ
ら
に
、
人
間
だ
け
で
な
く
、
渡
り
鳥
が
日
本
へ
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
む
ケ
ー
ス
も
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
は
も
ち
ろ

ん
、
農
業
へ
の
被
害
と
拡
大
を
防
止
す
る
対
策
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
。

◆
大
陸
か
ら
降
り
注
ぐ
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）

「
黄
砂
」
と
は
別
に
、
最
近
急
に
話
題
と
な
っ
た
感
の
あ
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５

だ
が
、
そ
の
正
体
は
大
気
中
に
浮
遊
す
る
微
粒
子
の
う
ち
、
粒
子
径
が
お
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お
む
ね
２
・
５
�
以
下
（
１
�
﹇
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
﹈
は
、
一
〇
〇
万
分
の

一
ｍ
﹇
メ
ー
ト
ル
﹈
に
相
当
）
の
微
粒

子
で
、
Ｐ
Ｍ
１０
な
ど
よ
り
も
小
さ
い
た

め
、
健
康
へ
の
悪
影
響
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
環
境
基

準
が
設
定
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
後
半

か
ら
指
標
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
現
在
、

世
界
の
多
く
の
地
域
で
Ｐ
Ｍ
１０
と
と
も

に
大
気
汚
染
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
長
江
中
流
地
域
で
発
生
し
た
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
濃
厚
に
含
む
空

気
」
が
幅
太
い
ベ
ル
ト
状
に
な
り
、
渤
海
湾
を
経
由
し
て
朝
鮮
半
島
北
部
、

日
本
、
福
島
県
沖
に
到
達
し
て
い
る
。
環
境
庁
は
暫
定
基
準
と
し
て
、
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
一
日
平
均
値
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
〇
マ
イ
ク
ロ
グ

ラ
ム
を
超
え
た
場
合
、「
不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
」、「
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾
患
が
あ
る
人
、
小

児
、
高
齢
者
体
調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

（
図
３
）
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
大
き
さ
比
較

参
照

中
国
大
陸
か
ら
日
本
に
降
り
注
ぐ
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、
西
日
本
ば
か
り
で

な
く
季
節
や
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
北
海
道
ま
で
影
響
範
囲
を
広
げ
て
い

る
。（
三
月
二
七
日
室
蘭
市
で
道
内
初
の
注
意
喚
起
発
令
）

◆
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
ど
こ
で
発
生
す
る
？

中
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
は
、

ア
ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
地
域
の
国
々
で
も
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
地
球
規
模
で
は
、（
図
２
）
衛
星
か
ら
観
測
し
た
Ｐ
Ｍ
２
・
５
で

示
す
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
は
広
く
、
北
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
南
の
砂
漠

か
ら
中
近
東
、
イ
ン
ド
を
経
て
中
国
、
日
本
ま
で
、
世
界
人
口
の
八
〇
％

以
上
を
超
え
る
地
域
を
帯
状
に
覆
っ
て
い
る
。
中
東
地
域
で
は
Ｐ
Ｍ
２
・

５
と
並
ん
で
Ｐ
Ｍ
１０
も
高
い
濃
度
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国

と
並
ん
で
大
気
汚
染
が
深
刻
な
イ
ン
ド
で
は
、
首
都
デ
リ
ー
圏
で
微
粒
子

物
質
の
濃
度
が
、
イ
ン
ド
環
境
基
準
の
二
〇
倍
に
迫
る
高
い
値
と
な
り
、

昨
年
一
一
月
〜
今
年
一
月
の
三
カ
月
で
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
が
一
日
平
均

で
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
基
準
の
二
四
倍
と
な
る
六
〇
〇
マ
イ
ク
ロ

グ
ラ
ム
を
超
す
日
も
出
て
い
る
。

◆
石
炭
、
緩
い
規
制
、
爆
竹
も
原
因
？

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
上
昇
の
原
因
は
、
石
炭
の
燃
焼
に
よ
る
成
分
や
、

自
動
車
排
気
、
煤
煙
な
ど
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
中
国
で
依
然
と

し
て
発
電
用
燃
料
の
主
力
で
あ
る
石
炭
は
、
家
庭
で
も
暖
房
用
燃
料
に
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
の
保
有
台
数
も
年
々
増
え
て
お
り
、
北
京

市
を
例
に
と
る
と
二
〇
一
二
年
末
時
点
の
保
有
台
数
は
五
〇
〇
万
台
で
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
僅
か
四
年
間
で
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
ガ

中国での PM２．５発生（天安門広場）
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ソ
リ
ン
中
の
硫
黄
分
の
規
制
値
が
日
欧
の
一
五
倍
と
い
う
緩
さ
が
拍
車
を

掛
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
人
々
も
い
る
。
旧
暦
の
新
年
を
祝
う
慣
習
で
一

斉
に
用
い
ら
れ
る
爆
竹
の
煙
も
汚
染
源
と
な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
北
京
で

は
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
午
前
一
時
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
前
日
の
八
〇
倍

ま
で
急
上
昇
し
た
後
、
朝
に
は
通
常
の
二
倍
程
度
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
人
の
活
動
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、
火
山
の
噴
出
物
や
波
し
ぶ
き
な

ど
に
よ
る
海
塩
の
飛
散
な
ど
自
然
界
由
来
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
も
あ
る
。

◆
通
常
の
マ
ス
ク
を
通
過
す
る
サ
イ
ズ

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
大
き
さ
は
、
ス
ギ
花
粉
の
一
二
分
の
一
で
花
粉
を
防
ぐ

市
販
の
マ
ス
ク
も
通
り
抜
け
て
し
ま
い
、
通
常
の
マ
ス
ク
で
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
。

（
図
４
）
マ
ス
ク
と
Ｐ
Ｍ
２
・
５

参
照

粒
径
の
小
さ
な
Ｐ
Ｍ
は
呼
吸
器
の
最
深
部
で
あ
る
肺
胞
に
到
達
し
、
そ

の
沈
着
割
合
も
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
１０
よ
り
も
Ｐ
Ｍ
２

・
５
の
ほ
う
が
健
康
影
響
と
の
相
関
が
高
く
、
粒
子
径
が
小
さ
い
ほ
ど
、

肺
の
奥
ま
で
達
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
る
。
肺
の
奥
深
く
に
侵
入

し
た
Ｐ
Ｍ
が
、
人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
、
数
多
く
の
研
究
結

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
の
健
康
影
響
は
こ
れ
ま
で
、
呼
吸

器
系
へ
の
影
響
が
主
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
循
環
器
系
、
神

経
系
、
生
殖
系
な
ど
幅
広
い
健
康
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

例
年
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
の
変
動
が
大
き
く
、

上
昇
す
る
傾
向
も
あ
る
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
比
較
的
安
定
し
た
濃
度

が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
三
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
黄
砂

と
と
も
に
飛
来
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

環
境
省
は
二
月
二
八
日
、
健
康
へ
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
日
本
各
地

で
上
昇
し
、
二
月
二
五
〜
二
七
日
の
三
日
間
で

住
民
に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
自
治
体
が
一
〇
府

県
に
上
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
注
意
喚

起
を
行
っ
た
の
は
、
山
口
、
福
島
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
三
重
、

大
阪
、
兵
庫
、
香
川
の
各
府
県
。
こ
の
う
ち
八
府
県
で
国
の
暫
定
指
針
値

を
超
え
た
と
い
う
。

〔
参
考
〕
自
然
環
境
や
人
間
以
外
に
与
え
る
影
響
と
し
て
は
、（
含
有
物

質
に
も
よ
る
が
）
金
属
の
腐
食
、
塗
装
面
の
劣
化
、
彫
刻
な
ど
の
芸
術
作

品
や
人
工
構
造
物
の
劣
化
な
ど
の
物
理
的
被
害
、
雨
滴
に
溶
解
し
て
酸
性

雨
の
発
生
に
つ
な
が
る
間
接
的
影
響
が
あ
る
。

◆
農
産
物
・
農
業
へ
の
影
響
は
？

Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
農
産
物
に
付
着
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
摂

食
に
よ
る
健
康
影
響
に
つ
い
て
の
報
告
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。

今
後
汚
染
の
範
囲
と
程
度
が
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
て
、
問
題
視
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

図４ マスクと PM２．５
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三
月
一
三
日
の
日
経
新
聞
に
「
大
気
汚
染
、
中
国
農
業
に
影
〜
日
照
減

り
生
産
量
ダ
ウ
ン
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
前
日
ま
で
北
京
で

開
催
さ
れ
て
い
た
全
国
政
治
協
商
会
議
で
は
大
気
汚
染
が
最
大
関
心
テ
ー

マ
と
な
り
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
日
照
を
遮
っ
た
こ
と
で
、
北
京
郊
外
の
小
麦

生
産
量
が
前
年
比
一
五
〜
二
〇
％
減
少
す
る
な
ど
、
農
産
物
の
生
育
を
阻

害
す
る
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
大
気
汚
染
は
中
国
最
大
の
穀
物
生

産
地
で
あ
る
黒
竜
江
省
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
の
東
北
三
省
で
も
急
速
に
深

刻
化
し
て
い
る
。
政
府
は
石
炭
ボ
イ
ラ
ー
の
大
量
廃
棄
な
ど
断
固
と
し
た

対
応
を
約
束
し
て
い
る
。

◆
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
黄
砂
の
関
係
？

黄
砂
は
、
東
ア
ジ
ア
の
砂
漠
か
ら
強
風
に
よ
り
大
気
中
に
舞
い
上
が
っ

た
砂
（
土
壌
・
鉱
物
粒
子
）
が
浮
遊
し
つ

つ
降
下
す
る
現
象
で
、
日
本
へ
飛
来
す
る

粒
子
の
大
き
さ
は
四
�
付
近
の
も
の
が
主

で
あ
る
。
た
だ
、
一
部
二
・
五
�
以
下
の

微
小
な
粒
子
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
測
定
値
も
上
昇
す
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
黄
砂
が
運
ば
れ
る
過
程
で
、

大
気
汚
染
物
質
の
発
生
が
多
い
地
域
を
通

過
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
物
質
を
伴
っ
て
日

本
へ
飛
来
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

◆
道
内
の
監
視
体
制

Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、
都
道
府
県
が
全
国
約
七
〇
〇
カ
所
で
観
測
。
健
康
に

影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
環
境
省
が
示
す
暫
定
基
準
（
一
日
の

平
均
濃
度
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
〇
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る

場
合
）
を
目
安
に
、
各
自
治
体
の
判
断
で
注
意
喚
起
情
報
を
出
し
て
い
る
。

現
在
道
内
で
は
、
札
幌
、
旭
川
、
苫
小
牧
な
ど
一
四
カ
所
の
大
気
測
定

局
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
北
海

道
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
「
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
〉
環
境
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
〉

環
境
保
全
（
水
・
大
気
環
境
）」
を
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
終
わ
り
に

こ
の
原
稿
を
書
き
上
げ
た
頃
、
関
東
地
方
か
ら
春
一
番
の
便
り
、
高
知

県
か
ら
は
例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
宣
言
が
届
い
た
。
北
の
大
地
か
ら
よ

う
や
く
厳
し
い
冬
が
去
っ
て
、
暖
か
い
春
風
が
吹
く
季
節
を
迎
え
る
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
は
農
作
業
な
ど
、
戸
外
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
る
が
、

大
気
中
に
健
康
を
損
な
う
「
や
っ
か
い
な
モ
ノ
た
ち
」
が
浮
遊
し
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
観
測
体
制
や
注
意
報
の
ル
ー
ト

も
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ま
め
に
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
忙
し
い
時
期

を
乗
り
切
り
た
い
。

（
完
）

PM２．５でかすむ街路樹（中国）
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く
る
る
の
杜
は
、
ホ
ク
レ
ン
が

お
客
様
と
直
接
向
き
合
い
、「
食
と

農
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
実
感
を
持
っ
た
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
複
合
施
設
と
し
て
、
平
成
二
二
年
夏
に
開
設
し
ま
し
た
。

生
産
か
ら
消
費
ま
で
、
食
を
提
供
す
る
農
業
の
幅
広
い
役
割
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
約
一
ha
の
畑
や
一
〇
ａ
の
水
田
、
調
理
加
工
施
設
、

農
畜
産
物
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
市
民
農
園
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
食
と
農
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
知
識
と
し
て
知
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
見
て
、
触
れ
て
、
作
っ
て
、
食
べ
る
体
験
を
通
じ
て
、
安
全
で
安
心

な
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
つ
く
っ
て
い
る
生
産
者
の
思
い
を
共
感
し
て
い

た
だ
き
、
北
海
道
農
業
を
応
援
す
る
お
客
様
を
ひ
と
り
で
も
多
く
獲
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

食食
のの
テテ
ーー
ママ
パパ
ーー
クク
「「
くく
るる
るる
のの
杜杜
」」

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

北
広
島
事
業
所

所
長

川

口

満

久

集特

川 口 満 久 氏
（かわぐち みつひさ）

・十勝管内 浦幌町出身

・平成２１年 食育・環境推進室

（くるるの杜設立準備組織）次長

・くるるの杜には設立前の計画段階から携わる

・平成２６年２月より現職

約１００名

総合職・事務職・その他（嘱託、出向受け入れ

など）１７名

プロフィール

スタッフの人数（概数）
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体
験
農
場

体
験
農
場
は
、
畑
・
水
田
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
果
樹
園
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

畑
で
は
北
海
道
を
代
表
す
る
作
物
で
あ
る
、
じ
ゃ
が
い
も
、
小
麦
、

ビ
ー
ト
、
豆
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
玉
ね
ぎ
等
の
他
に
、
さ
つ
ま
い
も
、
さ

と
い
も
、
生
姜
な
ど
こ
れ
か
ら
体
験
可
能
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
作
物
を

含
め
一
四
種
類
ほ
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
水
田
で
は
う
る
ち
米
・
も
ち

米
の
ほ
か
、
寒
冷
稲
作
の
父
と
い
わ
れ
る
中
山
久
蔵
氏
が
明
治
末
期
に
普

及
さ
せ
た
赤
毛
種
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
冬
季
や

畑
の
作
物
の
端
境
期
に
お
け
る
体
験
の
た
め
、
一
月
か
ら
五
月
末
ま
で
い

ち
ご
（
章
姫
、
紅
ほ
っ
ぺ
、
け
ん
た
ろ
う
）、
六
月
〜
八
月
ま
で
ト
マ
ト

（
大
玉
二
種
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
五
種
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
果
樹
園
で
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
、
カ
ー
ラ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す
。

農
作
業
体
験

農
作
業
体
験
は
、
土
・
太
陽
・
水
と
い
う
環
境
整
備
を
通
じ
て
種
子
の

も
つ
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
命
を
育
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
命
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
大
別
す
る
と
収
穫
体
験
、

農
作
業
体
験
、
畑
の
学
校
・
た
ん
ぼ
の
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

収
穫
体
験
は
、
多
く
の
人
が
作
物
に
「
触
れ
て
」
も
ら
う
こ
と
を
目
的

特集

－ 12 －



花畑 

さといも 
おくら 

調理用トマト 
生姜 

野
菜
の
ト
ン
ネ
ル
 

ば
れ
い
し
ょ
 

さ
つ
ま
い
も
 

小
豆
 

大
豆
 

春
ま
き
小
麦
 

に
ん
じ
ん
 

だ
い
こ
ん
 

き
ゃ
べ
つ
 

か
ぼ
ち
ゃ
 

と
う
き
び
 

畑
の
学
校
３
年
生
 

て
ん
菜（
ビ
ー
ト
） 

花畑 アスパラガス ハウス 

資材 
ハウス 

体験棟 

落
花
生
 

た
ま
ね
ぎ
 

緑
肥
 

ビニールハウス 

水　田 

赤毛・祝い 
監・祝い紫 

うるち米 もち米 

ため池 もち米 

うるち米 

いちご 
（紅ほっぺ） 
（けんたろう） 
（章姫） 

A棟 

いちご 
（紅ほっぺ） 
（けんたろう） 
（章姫） 

B棟 C棟 

25年度 
とまと 
ミニトマト 
（8種類） 

D棟 

 
花卉育苗 
作物乾燥 

体験農場の作物基本構成

ハウス・水田の作物基本構成
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と
し
て
、
作
物
の
特
徴
や
収
穫
方
法
、
選
び
方
な
ど
を
伝
え
な
が
ら
、
収

穫
す
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。

農
作
業
体
験
は
、「
知
っ
て
」、「
作
っ
て
」、「
食
べ
て
」
楽
し
い
を
目

的
に
、
作
物
や
環
境
を
知
る
、
自
分
で
植
え
る
、
収
穫
し
て
食
べ
る
ま
で

を
体
験
し
ま
す
。

畑
の
学
校
・
た
ん
ぼ
の
学
校
は
、
農
場
に
来
て
楽
し
く
体
験
す
る
、
畑

や
水
田
の
環
境
を
体
感
し
て
気
付
く
、
農
業
と
環
境
（
土
・
水
・
太
陽
な

ど
）
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
、
食
と
農
の
関
係
を
理
解
す
る
、
自
ら
学
ぶ

田植え（たんぼの学校）

かかし作り（たんぼの学校）

手押し播種機（畑の学校）

間引き（畑の学校・きび組）

大豆の除草・中耕（畑の学校・まめ組）

じゃがいもの培土（畑の学校・いも組）

追肥（畑の学校・きび組）

春まき小麦の収穫（畑の学校・むぎ組）

特集
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・
作
る
・
食
を
選
択
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

畑
の
学
校
は
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
あ
り
、
一
年
生
は
む
ぎ
組
、
い

も
組
、
き
び
組
、
ま
め
組
に
分
か
れ
、
た
ん
ぼ
の
学
校
は
こ
め
組
、
も
ち

組
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
に
つ
い
て
、
畝
を
作
り
、
種
を
蒔
い
て
、

雑
草
取
り
を
し
、
収
穫
し
て
食
べ
る
ま
で
を
行

い
ま
す
。
二
年
生
は
一
年
生
を
経
験
し
た
人
を

対
象
に
募
集
し
、
畑
で
六
品
目
を
栽
培
し
年
間

一
〇
回
の
農
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

農
作
業
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
収
穫
し

た
て
の
作
物
を
調
理
加
工
体
験
棟
で
茹
で
た
り
、

焼
い
た
り
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
畑

（
生
産
現
場
）
と
体
験
棟
（
食
べ
る
と
こ
ろ
）

の
距
離
の
短
さ
が
お
い
し
さ
に
影
響
す
る
こ
と

を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
野
菜
を
買
う
時
に
は
、

な
る
べ
く
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
に
近
い
と

こ
ろ
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
は
畑
や
く
る
る
の
杜
に
あ
っ
た
素
材

を
活
か
し
た
リ
ー
ス
や
し
め
縄
作
り
、
む
ぎ
藁

細
工
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
体
験
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

平
成
二
六
年
度
は
二
年
生
を
経
験
し
た
人
を
対
象
に
募
集
し
、
共
同
栽

培
作
物
三
品
の
他
に
、
い
ま
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
自
ら
畑
で

作
物
を
作
っ
て
も
ら
う
三
年
生
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
一
年
生
い
も
組

に
、
雪
中
貯
蔵
や
貯
蔵
し
た
い
も
を
掘
り
出
し
て
食
べ
る
ま
で
を
追
加
し

絵日記の発表（畑の学校）

春まき小麦の脱穀（畑の学校・むぎ組）

いちご収穫体験（ビニールハウス）

トマト収穫体験（ビニールハウス）

とうきびの収穫（体験農場）

とうきびの収穫

－ 15 －
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た
り
、
た
ん
ぼ
の
学
校
で
は
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
水
田
見
学
会
な
ど

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

調
理
加
工
体
験

調
理
加
工
体
験
は
、
畑
の
素
材
が
、
調
理
を
す
る
こ
と
で
食
べ
物
に
変

わ
る
こ
と
を
体
験
し
、
出
来
上
が
り
の
お
い
し
さ
だ
け
で
は
な
く
「
命
を

い
た
だ
く
」
意
味
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
体

験
が
家
庭
で
料
理
を
作
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
、
食
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

畑
で
採
れ
た
野
菜
や
果
実
、
直
売
所
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
、
実
際
に
収
穫
を
体
験
し
た
後
に
調
理
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
約

四
〇
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
季
節
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
土
日

祝
日
は
親
子
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
平
日
は
団
体
の
お
客
様
に
も
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

冬
期
に
は
近
郊
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
方
な
ど
に
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

味
噌
づ
く
り
や
農
家
の
家
庭
料
理
な
ど
を
お
客
様
と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て

い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
農
畜
産
物
を

作
っ
て
い
る
生
産
者
の
家
庭
料
理
を
体
験
し
た
い
と
い
う
お
客
様
が
多
く
、

人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
情
報
の
収
集
媒
体
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
四
七
％
、
友
人
・
知
人
の

口
コ
ミ
が
二
六
％
、
施
設
内
で
の
掲
示
物
が
一
二
％
、
ち
ら
し
や
情
報
誌

な
ど
が
一
一
％
、
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
が
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
体
験
を
す
る
家
族
や
グ
ル
ー
プ
が
六
〇
％
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
四
〇
％
と
い
う
状
況
で
す
。

体験利用客数

調理加工体験室

特集
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体
験
情
報
の
収
集
先
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
四
七
％
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
体
験
情
報
を
迅
速
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
毎

週
行
わ
れ
る
体
験
や
学
校
の
様
子
を
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
「
く
る
る
日
記
」

に
掲
載
し
て
、
お
客
様
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。体

験
し
た
お
客
様
の
感
想
と
し
て
、
子
供
を
軸
に
見
て
み
る
と
、
農
作

業
体
験
で
は
子
供
に
ス
ー
パ
ー
で
し
か
野
菜
を
見
せ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
今
日
畑
に
来
て
親
子
と
も
ど
も
勉
強
に
な
っ
た
、
普
段
食
べ
て
い

な
い
（
苦
手
な
）
野
菜
を
「
お
い
し
い
」
と
い
っ
て
食
べ
て
く
れ
た
の
で

よ
か
っ
た
、
子
供
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
食
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
今
後
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

調
理
加
工
体
験
で
は
、
家
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
が
子
供
と
で

き
た
、
い
っ
し
ょ
に
調
理
で
き
て
笑
顔
が
み
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
い
い
社
会
勉
強
に
な
り
ま
し
た
、
な
ど
が
あ
り
、
子
供
に

「
経
験
さ
せ
た
い
」、「
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
や
助
け
合
い
」
の
機
会
を
持

ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

農
畜
産
物
直
売
所

直
売
所
で
は
Ｊ
Ａ
道
央
、
い
わ
み
ざ
わ
、
伊
達
、
と
こ
ま
こ
い
広
域
な

ど
の
野
菜
を
中
心
と
し
た
農
産
物
、
北
海
道
産
牛
肉
、
千
歳
産
う
米
豚
や

農畜産物直売所レジ通過客数推移

レストラン利用客数推移
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北
海
道
産
羊
肉
な
ど
の
畜
産
物
、
全
道
各
地
の
工
房
で
つ
く
ら
れ
た
チ
ー

ズ
、
生
産
者
手
作
り
加
工
品
や
北
海
道
産
原
料
使
用
の
加
工
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
四
年
か
ら
ぎ
ょ
れ
ん
と
連
携
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
製
品
や

各
地
の
漁
協
商
品
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
店
内
に
は
手
書
き
の
Ｐ
Ｏ

Ｐ
で
商
品
情
報
を
伝
え
、
簡
単
な
調
理
が
で
き
る
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
で

珍
し
い
野
菜
や
旬
の
野
菜
の
試
食
と
と
も
に
レ
シ
ピ
提
供
も
行
っ
て
い
ま

す
。四

月
末
か
ら
十
一
月
上
旬
ま
で
、
正
面
入
り
口
付
近
に
テ
ン
ト
を
設
置

し
、
週
末
に
生
産
者
対
面
販
売
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
二
年

七
月
開
店
か
ら
平
成
二
五
年
ま
で
一
一
二
Ｊ
Ａ
の
う
ち
、
八
一
Ｊ
Ａ
の
農

畜
産
物
・
加
工
品
を
対
面
販
売
や
店
舗
で
販
売
し
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
材
は
、
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る
農
畜
産
物
で
す
。

サ
ラ
ダ
、
惣
菜
、
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
約
六
五
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー

で
展
開
す
る
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
素
材
の

持
つ
味
を
活
か
し
な
が
ら
北
海
道
農
畜
産
物
の
美
味
し
さ
や
価
値
を
、

「
食
べ
る
」
こ
と
を
通
じ
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
料
理
は
家
庭
で

再
現
で
き
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
、
家
庭
の
主
婦
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
食
事
を
し
た
お
客
様
が
感
動
し
て
、
家
に
帰
っ
て
も
作
れ
る
よ
う

に
し
た
い
、
そ
う
す
る
こ
と
で
家
庭
内
食
率
の
ア
ッ
プ
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
レ
シ
ピ
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
多

い
メ
ニ
ュ
ー
は
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い
ま
す
し
、
レ
シ
ピ
が
な

い
時
も
、
後
日
お
客
様
の
自
宅
に
郵
送
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
て

い
る
食
材
の
産
地
も
、
直
売
所
の
情
報
を
基
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま

す
。
食
後
に
直
売
所
で
使
用
し
た
食
材
を
買
わ
れ
る
お
客
様
も
い
ま
す
の

で
、
い
わ
ば
有
料
の
試
食
会
の
よ
う
な
一
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
直

売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
い
る
一
番
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま

す
。く

る
る
の
杜
は
平
成
二
六
年
八
月
で
四
年
が
経
過
し
ま
す
。
五
年
目
に

向
け
て
お
客
様
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
各
施
設
の
体
験
内
容
を
今
以
上

に
充
実
さ
せ
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
日
々
改

善
を
し
て
い
き
ま
す
。

く
る
る
の
杜
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に
北
海

道
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
北
海
道
産
農
畜
産
物
の

価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
が
北
海
道
産
農
畜
産
物
の
安
定
的
な
需
要
と
将
来

の
販
売
拡
大
に
結
び
付
い
て
く
れ
る
よ
う
に
事
業
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

特集
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◆
思
い
出
話
…
。

は
じ
め
ま
し
て
。
寺
町
敬
子
と
申
し
ま
す
。

小
さ
な
農
家
の
か
あ
さ
ん
で
す
。

私
の
よ
う
な
普
通
の
お
ば
さ
ん
が
、
こ
の
場

に
載
っ
て
良
い
も
の
か
…
少
し
申
し
訳
な
い
気

も
致
し
ま
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
、
農
に
携

わ
る
女
性
の
気
持
ち
を
伝
え
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
一
年
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

少
し
、
私
の
思
い
出
話
に
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。

◆
祖
父
に
背
を
押
さ
れ
て

私
の
祖
父
は
、
馬
車
を
作
っ
て
い
た
職
人
で

し
た
。

私
が
物
心
つ
く
頃
に
は
、
馬
車
を
作
っ
て
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広
い
作
業
場
に
は
道
具

が
き
ち
ん
と
整
頓
さ
れ
、
鍛
冶
場
も
あ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

街
の
中
で
育
っ
た
の
で
、
そ
の
頃
の
農
家
の

暮
し
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー

が
導
入
さ
れ
始
め
、
祖
父
の
作
る
馬
車
・
馬
そ

り
な
ど
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
仕
事
場
を
閉
じ

た
の
も
そ
の
頃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

＊

＊

＊

馬
車
製
造
の
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
を
見
越

祖父が私に
残してくれたこと

ジャム工房 緑夢（ミドリーム）ファーム

代表 寺 町 敬 子

essay

左
か
ら
３
人
目
が
祖
父
―
昭
和
１５
年
前
後
の
写
真
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し
父
は
勤
め
に
出
て
い
ま
し
た
の
で
、

普
通
の
家
庭
と
同
じ
と
思
い
な
が
ら

育
っ
て
い
た
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
思
い
出
す
と
か
な
り
変
わ
っ
た
家
で

育
っ
た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

明
治
生
ま
れ
で
、
職
人
気
質
、
か
な

り
の
頑
固
者
だ
っ
た
祖
父
、
転
じ
て
言

え
ば
、
や
り
た
い
放
題
の
わ
が
ま
ま
な

人
だ
っ
た
の
で
祖
母
や
母
は
大
変
な
苦

労
を
し
て
き
た
と
、
今
に
し
て
感
じ
て

い
ま
す
。

生
き
物
が
好
き
だ
っ
た
祖
父
は
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
作
業
場
な
ど
を
改
造

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
飼
っ
て

い
ま
し
た
。

豚
・
犬
・
鶏
・
チ
ャ
ボ
・
キ
ン
ケ
イ

鳥
・
う
ぐ
い
す
・
う
そ
・
九
官
鳥
な
ど
、

観
賞
用
か
ら
食
べ
る
た
め
の
生
き
物
で
、

圧
巻
は
、
親
鳥
か
ら
逸
れ
た
鴨
の
ヒ
ナ

を
育
て
大
き
く
な
っ
た
頃
に
食
べ
て
し

ま
っ
た
の
に
は
、
逞
し
さ
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
子
供
だ
っ
た

私
の
口
に
は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

他
に
も
、
金
魚
・
鯉
・
熱
帯
魚
な
ど
も
…
さ

す
が
に
、
こ
れ
ら
を
食
べ
た
の
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

馬
車
屋
を
営
ん
で
い
た
関
係
で
、
農
家
ら
し

い
人
が
頻
繁
に
訪
ね
て
来
て
は
祖
父
と
茶
飲
み

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

お
客
さ
ん
が
来
て
い
る
と
、
必
ず
膝
を
折
っ
て

挨
拶
し
な
け
れ
ば
怒
ら
れ
る
の
で
、
誰
か
が
来

て
い
る
よ
う
な
気
配
の
時
は
な
る
べ
く
側
に
寄

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
が
、
母
に
欲

し
い
本
な
ど
を
ね
だ
る
こ
と
が
出
来
な
い
時
だ

け
、
孫
の
私
に
は
甘
い
祖
父
の
後
ろ
に
つ
い
て

離
れ
な
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
ち
ゃ
っ
か
り
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
が
、
農
家
の
人
と
結
婚
す
る
と
い
う
事
を

話
し
た
時
、
反
対
す
る
父
母
と
の
間
に
入
り

「
農
家
は
良
い
ぞ
、
な
ん
た
っ
て
、
喰
い
っ
ぱ

ぐ
れ
が
な
い
。」
と
、
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

明
治
生
ま
れ
で
、
戦
前
戦
後
を
生
き
抜
き
、

激
動
の
昭
和
を
や
り
過
ご
し
た
祖
父
に
と
っ
て
、

寺 町 敬 子（てらまち けいこ）さん

☆家族経営の畑作農家
☆夫・私・長男の三人で、約２６ha（玉ネギ・小麦・ビート・小豆）規
模の農業を営んでいます。
☆信金職員として勤務の後、夫と結婚し農業に従事。
平成７年地元の仲間と共に、『ところよめさんねっとわーく・さくら
ちゃん』を結成。
☆平成１５年緑夢（ミドリーム）ファームとして、自家栽培の果実・野菜
を使い農産加工を始める。
☆“農の暮しは、楽しい！”を、コンセプトに活動中です。
北海道女性農業者倶楽部（マンマのネットワーク） 副会長
北見市社会教育委員
北見市常呂自治区社会教育推進会議 会長
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食
べ
物
の
保
証
が
あ
る
と
い
う
事
は
、
何
よ
り

の
安
心
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
、
祖
父
も
四
人
の
ひ
孫
を
み
て
、
八

四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
二
六
年
に
な
り
ま
す
。

祖
父
の
人
生
が
幸
せ
だ
っ
た
の
か
知
る
術
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
祖
父
が
背
を
押
し
て
く
れ
た
の

で
今
の
私
が
い
る
の
は
間
違
い
な
く
、
私
自
身

が
農
家
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
生
き
方
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
変
わ
り
ゆ
く
『
暮
ら
し
方
』

私
が
結
婚
し
た
頃
は
、
二
世
帯
な
ど
と
い
う

意
識
も
言
葉
も
無
い
、
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
も

乳
呑
児
を
預
け
て
畑
に
出
る
の
も
当
た
り
前
の

時
代
で
し
た
。
周
り
の
殆
ど
が
そ
ん
な
暮
し
方

だ
っ
た
の
で
、
そ
う
す
る
の
が
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
な
ん
と
な
く
口
に
出
せ
な
い
違
和
感

は
あ
り
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
、
若
夫
婦
と
は
別
世
帯
に
し
、
あ

る
程
度
の
時
期
ま
で
子
育
て
を
す
る
や
り
方
や
、

自
分
の
職
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
女
性
が
増
え

て
き
ま
し
た
。『
農
家
の
嫁
』
と
い
う
生
き
方

を
押
し
付
け
る
事
が
無
く
な
っ
た
の
も
、
諸
先

輩
た
ち
の
反
省
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
し

を
尊
重
し
合
う
暮
し
方
が
認
知
さ
れ
て
き
た
結

果
だ
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
三
世
代
同
居
の
良
い
と
こ
ろ
も
沢
山

あ
り
ま
し
た
。

家
族
全
員
が
囲
む
食
卓
で
子
供
た
ち
は
、
学

校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
事
を
身
に
付
け

る
事
が
出
来
た
は
ず
で
す
。
理
屈
で
は
な
い
、

行
儀
や
食
べ
物
に
対
す
る
考
え
方
や
行
事
の
意

味
、
さ
り
げ
な
い
優
し
さ
の
意
味
、
年
老
い
て

い
く
過
程
、
い
の
ち
の
大
切
さ
な
ど
、
他
に
も

あ
る
と
は
思
い
ま
す
し
、
核
家
族
で
も
十
分
に

学
び
取
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
生

き
て
き
た
時
代
が
違
っ
た
り
、
価
値
観
が
違
う

人
達
が
家
族
と
い
う
ご
く
小
さ
な
集
団
か
ら
、

社
会
性
を
身
に
付
け
る
事
が
出
来
て
い
た
よ
う

な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

共
稼
ぎ
の
家
庭
で
育
っ
た
私
は
、
明
治
生
ま

れ
の
祖
父
母
か
ら
厳
し
く
躾
ら
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
好
き
嫌
い
は
も
ち
ろ
ん
食
事
を
残
し

て
は
叱
ら
れ
、
お
客
さ
ん
に
は
必
ず
挨
拶
さ
せ

ら
れ
、
大
人
が
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
割
り
込
ん
だ
時
に
は
「
子
供
が
大
人
の

話
し
て
い
る
と
き
に
口
を
挿
む
な
」
と
よ
く
叱

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
高
学
年
く
ら
い
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
お
風
呂
の
中
で
当
時
の
流
行
歌
を
大
き

な
声
で
歌
っ
て
い
る
と
、
お
風
呂
の
外
か
ら
大

き
な
声
で
「
子
供
が
歌
う
歌
じ
ゃ
な
い
！
恥
ず

か
し
い
！
」
と
言
わ
れ
、
自
分
で
も
恥
ず
か
し

く
な
り
中
々
お
風
呂
か
ら
上
が
る
こ
と
が
出
来

ず
に
困
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

叱
ら
れ
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
寒
く
て
手
足

が
か
じ
か
み
、
泣
き
な
が
ら
学
校
か
ら
帰
る
と
、

私
の
手
や
足
を
優
し
く
な
で
な
が
ら
温
め
て
く

れ
た
祖
母
の
皺
だ
ら
け
の
手
の
温
も
り
な
ど
は
、

昨
日
の
事
の
様
に
思
い
出
し
ま
す
。

母
が
仕
事
に
出
る
前
に
作
っ
て
お
い
て
く
れ

た
お
や
つ
の
カ
ボ
チ
ャ
団
子
を
、
ス
ト
ー
ブ
で

焼
き
な
お
し
て
く
れ
た
り
と
、
厳
し
く
も
優
し

い
祖
父
母
で
し
た
。
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＊

＊

＊

新
天
地
を
求
め
北
海
道
に
渡
り
、
馬
車
製
造

所
を
開
業
し
、
戦
中
戦
後
の
物
の
な
い
時
代
を

く
ぐ
り
ぬ
け
、
馬
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
に
変
わ
っ

た
時
の
流
れ
の
中
で
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
年

老
い
た
職
人
。

そ
れ
で
も
、
気
質
を
変
え
る
事
が
出
来
ず
に

晩
年
も
わ
が
ま
ま
放
題
だ
っ
た
祖
父
。

今
で
も
、「
あ
ん
た
の
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
る

馬
車
は
、
丈
夫
で
使
い
勝
手
が
良
か
っ
た
ん
だ

よ
。」
と
、
話
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
の
は
、

驚
き
と
共
に
少
し
誇
ら
し
く
感
じ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。

農
家
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
農
家
の
人
達

が
必
要
と
し
て
い
た
道
具
を
、
使
う
人
の
気
持

ち
に
寄
り
そ
っ
て
丁
寧
に
作
っ
て
い
た
の
だ
と

こ
の
歳
に
な
っ
て
判
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
祖
父
は
な
か
な
か
面
白
い
人
で
し
た
。

＊

＊

＊

自
分
も
孫
が
い
ま
す
が
…
、
私
も
私
の
祖
父

母
の
様
に
、
き
ち
ん
と
愛
情
を
も
っ
て
叱
る
と

き
は
叱
り
、
た
だ
甘
い
だ
け
の
存
在
に
な
ら
な

い
様
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
孫
を
目

の
前
に
し
て
出
来
る
か
ど
う
か
自
信
は
あ
り
ま

せ
ん
が
）

＊

＊

＊

私
は
、
運
命
論
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外

か
ら
見
る
と
夫
婦
は
『
あ
て
が
っ
た
よ
う
に

な
っ
て
い
る
』
と
思
え
る
の
で
す
。
友
人
な
ど

と
話
を
し
て
い
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
隣
に
寄
り

添
っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
最
良
の
人
な
の
だ

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

苦
労
や
喜
び
は
、
お
互
い
が
寄
り
添
え
る
こ

と
が
最
低
条
件
で
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
と
よ

い
最
後
を
迎
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
そ
れ
も
、
き
っ
と
祖
父
母
や
父
母
の

生
き
様
を
幼
い
な
が
ら
も
見
て
き
た
か
ら
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

昼
間
か
ら
喧
嘩
し
て
い
た
の
に
、
夜
に
は
笑

い
な
が
ら
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
『
家

族
』
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
で
す
か
ら
。

そ
の
よ
う
な
事
を
思
い
な
が
ら
、
も
う
じ
き
、

畑
で
も
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
は
、
例
年
よ
り
も
一
〇
日
以
上
遅
れ
た

春
の
移
植
作
業
で
す
が
、
今
年
は
順
調
に
作
業

が
進
む
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

私
の
住
む
北
見
市
常
呂
町
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長
日
照
地
域
の
た
ま
ね
ぎ
生
産

―

黒
龍
江
省

長
日
照
地
域
は
、
北
京
よ
り
北
側
の
地
域
が
該
当
し
、
具
体
的
に
は
北
京
、

天
津
、
河
北
省
の
一
部
、
甘
粛
省
、
東
北
三
省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
分
か
れ
る
。

地
域
全
体
の
た
ま
ね
ぎ
の
作
付
面
積
は
七
〇
〜
一
一
〇
万
ム
ー
（
四
・
七
〜
七

・
三
万
ha
）
で
あ
る
。
気
象
の
特
徴
と
し
て
は
、
甘
粛
省
や
内
モ
ン
ゴ
ル
の
夏

は
高
温
、
乾
燥
で
あ
る
が
、
対
照
的
に
東
北
部
は
湿
潤
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は

秋
た
ま
ね
ぎ
の
産
地
で
あ
り
、
生
産
期
間
は
播
種
期
が
二
月
下
旬
〜
三
月
上
旬
、

定
植
期
が
四
月
下
旬
〜
五
月
下
旬
の
二
〇
日
間
、
収
穫
は
八
月
上
旬
〜
九
月
中

旬
で
あ
る
。
当
地
域
で
は
育
苗
は
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
保
存
は
寒
冷
の
た
め
屋

内
で
行
わ
れ
て
お
り
、
長
期
保
存
が
可
能
で
あ
る
。
翌
年
の
三
月
ま
で
、
つ
ま

り
春
た
ま
ね
ぎ
の
出
回
り
前
ま
で
出
荷
が
行
わ
れ
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
、
吉
林
省
は
中
国
の
中
で
も
た
ま
ね
ぎ
生
産
の
歴
史
が
古
く
、

特
に
内
モ
ン
ゴ
ル
は
肉
食
文
化
で
あ
り
、
か
つ
野
菜
は
た
ま
ね
ぎ
の
み
で
あ
る

た
め
、
た
ま
ね
ぎ
と
食
文
化
の
歴
史
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の

代
表
的
な
産
地
は
吉
林
省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
と
黒
竜
江
省
で
あ
る
が
、
以

下
で
は
、
ま
ず
各
産
地
の
概
略
の
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
、
聞
き
取
り
調
査

（
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
四
日
、
ハ
ル
ビ
ン
た
ま
ね
ぎ
研
究
所
）
に
基
づ
き
、

黒
竜
江
省
の
産
地
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

１）

吉
林
省

主
な
産
地
は
延
吉
市
で
あ
る
。
延
吉
市
は
吉
林
省
の
東
部
に
位
置
し
、
図
門

と
隣
接
し
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
州
庁
所
在
地
で
あ
る
。
吉
林
省
の
中
で
も

た
ま
ね
ぎ
産
地
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
に
た
ま

ね
ぎ
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
十
数
年
が
経
過
す
る
。
近
年
で
は
、
た
ま
ね
ぎ
の
作

付
面
積
は
一
〇
、
〇
〇
〇
ム
ー
（
六
六
七
ha
）
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
こ

の
地
域
で
は
二
月
中
下
旬
か
ら
育
苗
し
、
下
旬
に
定
植
を
行
う
。
一
ム
ー
当
た

り
の
株
数
は
二
二
、
〇
〇
〇
〜
二
三
、
〇
〇
〇
株
で
あ
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
特
徴

は
、
玉
が
小
さ
く
、
質
が
良
い
こ
と
と
貯
蔵
性
に
優
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
製

品
の
多
く
は
主
に
辺
境
貿
易
の
形
で
ロ
シ
ア
に
輸
出
し
、
一
部
は
韓
国
、
日
本

と
東
南
ア
ジ
ア
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

２）

内
モ
ン
ゴ
ル

主
な
産
地
は
、
ウ
ラ
ン
チ
ャ
プ
、
商
都
、
赤
峰
、
通
遼
に
集
中
し
て
い
る
。

二
月
末
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
育
苗
を
行
い
、
四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
に
定

植
す
る
。
一
ム
ー
当
た
り
の
定
植
数
は
二
二
、
〇
〇
〇
〜
二
五
、
〇
〇
〇
株
で

あ
り
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
初
旬
に
収
穫
す
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
栽
培
面
積
の
推

中中
国国
のの
たた
まま
ねね
ぎぎ
生生
産産
とと
産産
地地
構構
造造
�

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

准
教
授

朴

紅

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

教

授

坂
下

明
彦
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移
を
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年
に
六
、
六
六
七
ha
、
二
〇
〇
六
年
に
は
八
、
〇
〇

〇
ha
を
示
し
、
収
量
は
三
四
・
九
万
ト
ン
と
な
っ
た
（
二
〇
〇
六
年
）。
し
か

し
、
二
〇
〇
六
年
の
豊
作
に
よ
り
市
場
価
格
が
低
下
し
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇

〇
八
年
に
は
栽
培
面
積
が
減
少
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
に
は
回
復
し
て
八
、

六
六
七
ha
に
達
し
、
販
売
額
は
三
・
二
五
億
元
と
な
っ
て
い
る
。
販
売
は
国
内

市
場
が
メ
イ
ン
で
あ
る
が
、
輸
出
先
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
と
外
モ
ン
ゴ
ル
が
主

で
あ
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
種
類
は
黄
た
ま
ね
ぎ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
紫
た
ま
ね

ぎ
と
な
る
。
白
た
ま
ね
ぎ
は
主
に
加
工
用
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
黄
た
ま
ね
ぎ

と
白
た
ま
ね
ぎ
は
主
に
輸
入
品
種
で
あ
り
、
紫
た
ま
ね
ぎ
は
在
来
種
で
あ
る
。

３）

黒
竜
江
省

東
北
部
の
た
ま
ね
ぎ
面
積
は
六
万
ム
ー
（
四
、
〇
〇
〇
ha
）
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
、
黒
龍
江
省
が
四
万
ム
ー
（
二
、
六
六
七
ha
）、
六
七
％
を
占
め
て
い

る
（
二
〇
一
三
年
）。
黒
龍
江
省
の
た
ま
ね
ぎ
栽
培
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
開

始
さ
れ
、
現
在
ま
で
六
〇
数
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
当
初
は
山
東
省
か
ら

の
移
民
が
中
日
照
の
品
種
を
持
ち
込
み
、
庭
先
栽
培
を
行
っ
て
き
た
が
、
計
画

経
済
下
で
は
域
内
流
通
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
品
種
は
主
に
中
日
照
地
域
の

「
山
東
紫
皮
」
で
あ
り
、
定
植
後
四
〜
六
葉
期
に
鱗
茎
が
肥
大
す
る
が
、
七
月

中
旬
か
ら
八
月
上
旬
の
間
は
高
温
の
た
め
倒
伏
し
休
眠
状
態
と
な
る
。
そ
の
後
、

一
〇
月
末
に
蘇
生
す
る
が
、
発
芽
を
起
こ
す
た
め
、
商
品
価
値
を
失
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
黒
龍
江
省
農
業
科
学
院
な
ど
の
た
ま
ね
ぎ
研
究
部
門
で
は
、

長
期
に
渡
る
試
験
を
行
い
、「
山
東
紫
皮
」
種
を
元
に
比
較
的
に
湿
度
に
強
く
、

高
温
で
も
成
長
を
抑
制
で
き
る
球
形
大
玉
の
品
種
（G

rano

（O
A
－
2

）
を
開

発
し
た
。
一
方
、
一
九
八
五
年
頃
か
ら
黒
河
地
域
で
は
貯
蔵
性
に
優
れ
た
「
熊

岳
」
と
い
う
品
種
が
普
及
し
た
が
、
長
日
照
と
高
温
に
敏
感
に
反
応
す
る
た
め
、

持
続
的
に
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
山
西
省
大
同

地
域
か
ら
ア
メ
リ
カN

ozan

系
統
のG

lobe

種
と
い
う
長
日
照
紫
皮
種
を
導

入
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
三
年
か
ら
は
北
海
道
の
品
種
で
あ
る
「
空
知
黄
」
を
導
入

し
、
チ
チ
ハ
ル
の
メ
リ
ス
地
区
で
栽
培
を
始
め
、
徐
々
に
産
地
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
品
種
は
ロ
シ
ア
に
輸
出
す
る
ほ
か
に
、
瀋
陽
な
ど
の
東
北
地
域
の
市
場
で

「
熊
岳
」
を
代
替
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
東
北
地
域
で
最
大
の

た
ま
ね
ぎ
主
産
地
は
遼
寧
省
北
鎮
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
チ
チ
ハ
ル
市
に

産
地
が
移
動
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
チ
チ
ハ
ル
市
の
た
ま
ね
ぎ
栽
培
面
積
は

一
六
万
ム
ー
（
一
〇
、
六
六
七
ha
）
に
達
し
、
東
北
部
の
た
ま
ね
ぎ
の
市
場
価

格
を
左
右
す
る
ま
で
の
大
産
地
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
た
ま
ね
ぎ
の

貯
蔵
技
術
が
未
確
立
で
あ
り
、
生
産
は
ま
だ
不
安
定
な
段
階
に
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
農
墾
の
紅
興
隆
管
理
局
管
轄
の
国
有
農
場
で
一
時
的
に
大
規
模
な
栽
培
を

行
っ
た
が
、
た
ま
ね
ぎ
の
防
腐
技
術
な
ど
が
遅
れ
て
い
た
た
め
、
継
続
し
て
栽

培
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

品
種
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
北
海
道
の
品
種
（
札
幌
黄
」、「
月
光
」、

「
月
輪
」、「
天
心
」、「
檜
熊
」、「
カ
ム
イ
」、「
野
狼
」、「
北
紅
葉
」な
ど
のG

lobe

系
の
黄
皮
品
種
とR

upi

等
の
紫
皮
品
種
）
を
大
量
に
導
入
す
る
と
同
時
に
、

在
来
種
と
の
交
雑
試
験
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
品
種
が
生
み
出
さ
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れ
、
そ
れ
ま
で
栽
培
さ
れ
て
き
たG

rano

系
は
一
掃
さ
れ
た
。
ま
た
、
ハ
ウ

ス
の
育
苗
技
術
、
圃
場
の
リ
ン
酸
・
カ
リ
の
施
肥
技
術
、
除
草
剤
の
技
術
な
ど

が
普
及
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
品
種
改
良
と
育
苗
・
栽
培
技
術

の
革
新
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
農
墾
九
三
管
理
局
の
鶴
山
農
場
が
、

黒
龍
江
省
に
お
け
る
最
大
規
模
の
た
ま
ね
ぎ
Ｆ１
種
の
輸
出
基
地
と
な
っ
た
。
製

品
の
中
で
、
最
上
級
の
Ａ
級
品
は
日
本
へ
、
Ｍ
規
格
は
ロ
シ
ア
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト

共
和
国
お
よ
び
極
東
地
域
へ
、
Ｓ
規
格
は
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
輸
出
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
同
時
期
に
、
黒
龍
江
省
の
東
部
で
は
、
牡
丹
江
寧
安
紅
城
グ
ル
ー

プ
の
富
竜
た
ま
ね
ぎ
公
司
が
ロ
シ
ア
向
け
の
た
ま
ね
ぎ
輸
出
基
地
と
な
っ
た
。

黒
龍
江
省
の
野
菜
輸
出
量
に
お
い
て
、
た
ま
ね
ぎ
は
一
貫
し
て
一
位
を
維
持
し

て
お
り
、
年
間
輸
出
量
は
二
〇
万
ト
ン
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
対
ロ
シ
ア

向
け
の
八
〇
％
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
に
相
当
し
、
中
国
全
体
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
た
ま

ね
ぎ
輸
出
量
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
製
品
の
多
く
は
、
Ｂ
級
品
で
あ
る
が
、

日
本
市
場
に
入
っ
て
い
る
Ａ
級
品
は
二
〜
五
万
ト
ン
程
度
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
黒
竜
江
省
の
主
要
な
た
ま
ね
ぎ
産
地
で
あ
る
チ
チ
ハ
ル
市
を
紹

介
す
る
。
チ
チ
ハ
ル
市
は
中
国
の
東
北
部
に
あ
る
松
嫩
平
原
に
位
置
し
て
い
る
。

東
は
大
慶
市
、
綏
化
地
区
と
隣
接
し
、
南
は
吉
林
省
白
城
地
区
、
西
は
内
モ
ン

ゴ
ル
の
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
、
北
は
黒
河
、
大
興
安
嶺
と
隣
接
し
て
い
る
。
土
地
面

積
は
四
二
五
万
ha
、
海
抜
は
二
〇
〇
〜
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
平
原
面
積

が
三
五
五
万
ha
、
全
体
の
八
三
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
チ
チ
ハ
ル
市
に
お
け

る
た
ま
ね
ぎ
の
主
要
産
地
は
メ
リ
ス
区
で
あ
る
。
メ
リ
ス
区
は
中
国
唯
一
の
ダ

ウ
ー
ル
族
の
集
住
地
域
で
あ
り
、
チ
チ
ハ
ル
市
の
緑
色
食
品
の
生
産
地
で
も
あ

る
。
耕
地
面
積
は
九
七
、
三
八
二
ha
で
あ
り
、
中
温
帯
の
半
湿
潤
大
陸
性
気
候

に
属
し
て
い
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
栽
培
面
積
は
二
〇
〇
一
年
時
点
で
は
一
、
五
〇

〇
ha
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
八
、
〇
〇
〇
ha
に
達
し
、
そ
の

後
、
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
に
は
五
、
三
三
六

ha
ま
で
減
少
し
、
近
年
で
は
こ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
一
〇
ａ
当
た
り
の

単
収
は
品
種
改
良
、
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
高
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
一

年
に
は
五
・
七
ト
ン
、
二
〇
〇
四
年
に
は
三
・
九
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一

一
年
に
は
七
・
五
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。

た
ま
ね
ぎ
農
家
の
作
付
規
模
は
一
戸
当
た
り
一
五
〜
三
〇
ム
ー
（
一
〜
二

ha
）
で
あ
り
、
品
種
は
日
本
の
タ
キ
イ
種
苗
の
種
子
、
ア
メ
リ
カ
産
の
種
子
、

自
家
採
取
の
三
種
類
で
あ
る
。
中
で
も
タ
キ
イ
種
苗
の
種
子
が
最
も
農
家
に
好

ま
れ
て
い
る
が
、
入
手
困
難
の
た
め
全
体
の
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
育
苗
は
二

月
初
旬
〜
三
月
一
五
日
、
定
植
は
四
月
一
五
日
〜
五
月
一
日
、
収
穫
は
定
植
し

て
か
ら
九
〇
〜
一
二
〇
日
間
で
あ
る
八
月
の
中
、
下
旬
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年

の
単
収
は
七
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
七
月
の
低
温
と
多
雨
の
影

響
を
受
け
、
単
収
は
五
ト
ン
に
留
ま
っ
た
。
出
荷
価
格
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一

二
年
は
一
・
七
〇
元
／
�
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
は
悪
天
候
の
た
め
、

品
質
も
例
年
よ
り
低
下
し
て
お
り
、
〇
・
七
〇
〜
〇
・
九
〇
元
／
�
に
下
落
し

て
い
る
。
た
ま
ね
ぎ
の
生
産
コ
ス
ト
は
一
ha
当
た
り
六
・
五
万
元
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
、
借
地
料
が
一
八
、
〇
〇
〇
元
（
二
七
・
七
％
）、
雇
用
賃
金
が
九
、

〇
〇
〇
元
（
一
三
・
八
％
）、
農
薬
代
が
五
、
〇
〇
〇
元
（
七
・
六
％
）、
種
子
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代
が
三
、
三
〇
〇
元
（
五
・
一
％
）、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、

借
地
料
と
雇
用
賃
金
が
全
体
の
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
野

菜
地
帯
と
も
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

メ
リ
ス
区
が
大
規
模
な
た
ま
ね
ぎ
産
地
に
成
長
し
た
背
景
に
は
、
区
農
業
技

術
普
及
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
農
民
専
業
合
作
社
の
存
在
が
あ
っ
た
。
区
技
術
セ

ン
タ
ー
に
は
専
門
技
術
員
が
一
七
人
お
り
、
六
つ
の
郷
鎮
に
は
一
般
技
術
員
が

一
六
人
、
四
九
の
行
政
村
に
は
指
導
農
家
が
二
五
八
人
在
籍
し
て
お
り
、
技
術

指
導
を
個
別
農
家
レ
ベ
ル
ま
で
行
う
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一

二
年
に
は
一
四
項
目
の
新
技
術
が
普
及
さ
れ
、
普
及
率
は
九
〇
％
に
達
し
て
い

る
。

ま
た
、
達
郷
の
合
作
社
は
組
合
員
の
た
ま
ね
ぎ
の
品
質
の
高
位
平
準
化

を
強
力
に
進
め
る
と
同
時
に
、
沿
海
地
域
を
含
む
遠
隔
地
の
市
場
を
積
極
的
に

開
拓
し
、
品
質
の
上
位
の
Ａ
級
品
は
山
東
省
の
食
品
加
工
公
司
に
出
荷
し
、
そ

の
他
の
中
級
品
は
国
内
の
卸
売
市
場
と
大
型
量
販
店
に
出
荷
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
の
た
ま
ね
ぎ
の
生
産
量
は
一
、
五
〇
〇
万
ト

ン
、
そ
の
う
ち
輸
出
量
は
五
〇
万
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
小
さ
い
が
、
こ

れ
は
日
本
の
生
産
量
の
二
分
の
一
、
隣
の
韓
国
の
生
産
量
の
三
分
の
一
に
相
当

す
る
。
日
本
の
た
ま
ね
ぎ
輸
入
量
は
年
間
二
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
生
産
量
の
四

分
の
一
に
達
し
て
い
る
が
、
輸
入
先
は
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
中
国
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
そ
の
依
存
度
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
れ

も
ま
た
、
開
発
輸
入
的
性
格
を
有
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
日
本
向
け
の

輸
出
港
は
山
東
省
の
青
島
と
江
蘇
省
の
連
雲
港
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
背
地

に
産
地
を
持
つ
と
と
も
に
、
貯
蔵
施
設
を
有
し
、
広
域
的
な
集
荷
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（
図
）。

今
後
は
、
こ
う
し
た
拠
点
港
へ
の
集
荷
構
造
の
実
態
や
む
き
玉
の
加
工
過
程
、

日
本
国
内
で
の

消
費
構
造
な
ど

に
注
目
し
研
究

を
進
め
て
み
た

い
。

注）周 暁東「中国産生鮮タマネギの日本向け輸出増大とその要因に関する実証的研究」p．５８を引用。

図 中国産たまねぎの日本向け主要輸出産地
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岩 見 沢 市  

１
�
と
め
ど
な
く
積
も
る
雪
、
こ

の
雪
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
止
む

の
だ
ろ
う
か
？

－

岩
見
沢
市

の
積
雪
の
状
況

「
あ
の
マ
チ
こ
の
ム
ラ
地
域
お
こ
し
活
躍
中
」
は

道
内
の
会
員
市
町
村
を
一
巡
以
上
し
た
の
で
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
連
載
と
し
て
「
わ
が
マ
チ
の
自
慢
」
と
題
し
、

地
域
の
開
拓
史
、
史
跡
、
特
産
物
、
活
動
な
ど
対
象

を
問
わ
ず
、
特
色
の
あ
る
も
の
を
話
題
と
し
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
は
国
か
ら
特
別
豪
雪
地
帯
の
指
定
を
受
け

て
い
る
岩
見
沢
市
の
『
ド
カ
雪
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。

降
雪
や
雪
害
は
岩
見
沢
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

ま
た
、
災
害
に
な
る
ほ
ど
の
降
雪
は
人
命
を
奪
っ
た

り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
切
断
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
『
ド
カ
雪
』
と
い
う

言
葉
か
ら
受
け
る
諸
々
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
、
利
用
で
き
る
も
の
、
誇
れ
る
も
の
に
変
え
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
提
案
し
ま
す
。
そ
れ
は

我
々
の
心
の
中
の
有
り
様
に
よ
っ
て
可
能
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

表
１
は
岩
見
沢
市
の
冬
の
降
雪
、
積
雪
等
の
状
況

を
年
度
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
表
２
の
札
幌
市
と

旭
川
市
の
降
雪
量
と
比
較
す
る
と
、
岩
見
沢
市
の
そ

― ド カ 雪 ―

わがマチの自慢 �１載連

表１ 岩見沢市 降雪・積雪と除排雪経費の状況
（岩見沢市「冬のくらし ガイドブック」より）

決算額

６億４，５８７万円

６億２，３９３万円

７億４，００８万円

６億１，５５４万円

８億３，９２１万円

６億７，８８０万円

７億８，４２９万円

１０億５，８１９万円

２０億４，０７５万円

１３億７，６９６万円

最大積雪深

１３１�

１３５�

１６５�

９７�

１１３�

６４�

９８�

１３３�

２０８�

１６４�

総降雪量

７８８�

７９８�

８４１�

４８９�

６２０�

５４６�

６９７�

６３２�

１，０４０�

８７７�

年度

H１５

H１６

H１７

H１８

H１９

H２０

H２１

H２２

H２３

H２４
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れ
が
突
出
し
て
お
り
、「
ド
カ
雪
」
と
い
わ
れ
る
所

以
で
あ
ろ
う
。
市
民
は
雪
か
き
に
お
わ
れ
、
雪
の
捨

て
場
所
に
困
り
、
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
積
ま
れ
た
雪

山
に
圧
倒
さ
れ
る
。
た
だ
で
さ
え
日
照
時
間
が
少
な

く
、
季
節
性
感
情
障
害
（
反
復
性
冬
季
う
つ
病
と
も

呼
ば
れ
る
）
の
傾
向
に
さ
ら
に
憂
鬱
さ
が
増
幅
さ
れ

る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
激
し
く
吹
雪
く
荒
天
は
恐
怖
を
も
も
た
ら

す
。
子
供
の
頃
は
、
吹
雪
で
学
校
が
休
校
に
な
っ
た

り
、
集
団
下
校
を
し
た
り
、
通
学
路
の
歩
道
が
家
の

玄
関
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
雪
山

の
冒
険
を
し
、
じ
ゃ
れ
あ
っ
た
り
し
て
、
と
に
か
く

楽
し
く
懐
か
し
く
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
大
人
に
な

る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。

雪
は
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
時
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
綺
麗
で

清
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
併
せ
持
っ
て
い
る
が
、
雪
国
に

住
む
も
の
に
と
っ
て
は
、
生
活
を
圧
迫
し
、
気
分
が

滅
入
り
、
不
安
を
募
ら
せ
、
忌
み
嫌
う
べ
き
も
の
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
冬
の
雪
は
岩
見
沢
に
お
い
て

は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
日

本
海
に
低
く
垂
れ
こ
め
た
鉛
色
の
雲
が
疎
ま
し
く
、

故
郷
を
離
れ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
疎

ま
し
い
雲
が
一
掃
さ
れ
る
や
、
ま
れ
に
し
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
夕
陽
に
魅
了
さ
れ
、
故

表２ 年間降雪量の比較（気象庁・気象データより）

旭川

６２４�
６６０�
６８５�
５７０�
６０１�
６７９�
７３７�
５１５�
５５９�
５７６�
６２１�

各市それぞれ変動はあるが、２０１２、２０１３寒候年の岩見
沢、２０１３寒候年の札幌が突出して多かったのがわかる。

札幌

３９７�
６１７�
５７４�
５４３�
４２３�
４９２�
４８５�
４９０�
３９９�
６２８�
５０５�

岩見沢

７８８�
７９８�
８４１�
４８９�
６２０�
５４６�
６９７�
６３２�
１０４０�
８７７�
７３３�

寒候年

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０

２０１１

２０１２

２０１３

平均値

（
岩
見
沢
市
「
ド
カ
雪
祭
り
」
と
各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

連載
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２
�
な
ぜ
、
雪
が
岩
見
沢
市
に
集

中
す
る
の
だ
ろ
う
か

―
降
雪

の
要
因

３
�
冬
の
暮
ら
し

―
そ
の
対
策
は
？

郷
に
残
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
雪
国
に
お
い

て
、
こ
の
「
夕
陽
」
に
代
わ
る
も
の
、
冬
の
困
難
を

楽
し
い
も
の
に
替
え
る
工
夫
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

岩
見
沢
市
に
お
い
て
は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
ド
カ
雪
祭
り
」、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
屋

外
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
も
多
い
の
だ
が
…
。

岩
見
沢
市
が
大
雪
と
な
る
原
因
は
種
々
あ
る
よ
う

で
あ
る
が
平
成
二
三
年
一
月
七
日
か
ら
一
〇
日
の
降

雪
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
一
月
七
日
か
ら
一
一

日
に
か
け
て
、
北
海
道
の
上
空
約
五
、
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
は
マ
イ
ナ
ス
四
〇
℃
前
後
（
平
年
よ
り
六
℃

前
後
低
い
）
の
強
い
寒
気
が
入
り
続
け
た
た
め
に
、

雪
雲
は
活
発
に
な
り
発
達
し
た
。
ま
た
、
発
達
し
た

低
気
圧
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
停
滞
し
、
北
海
道
は

等
圧
線
の
走
行
が
北
西
と
な
り
、
日
本
海
側
は
西
北

西
の
風
が
長
い
間
、
吹
き
続
け
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
活
発
な
雪
雲
は
石
狩
北
部
か
ら
南
空
知
へ
入
り
、

同
じ
地
域
で
局
地
的
に
強
い
雪
が
持
続
し
て
降
り
、

自
治
体
の
除
雪
体
制
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
大
雪

が
継
続
し
た
。」（
札
幌
管
区
気
象
台
提
供
資
料
よ

り
）ま

た
、
平
成
二
三
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
二
日

に
か
け
て
の
大
雪
は
「
札
幌
管
区
気
象
台
に
よ
る
と
、

ロ
シ
ア
極
東
の
日
本
海
沿
い
に
面
し
た
地
域
に
あ
る

シ
ホ
テ
ア
リ
ニ
山
脈
周
辺
に
雲
の
発
生
し
や
す
い
場

所
が
あ
り
、
そ
の
雲
が
南
東
方
面
に
吹
く
季
節
風
に

乗
っ
て
次
第
に
一
本
の
筋
状
の
雪
雲
に
発
達
。
約
四

〇
〇
�
離
れ
た
北
海
道
に
到
達
し
た
雲
は
、
夕
張
山

地
に
ぶ
つ
か
り
、
岩
見
沢
周
辺
で
大
雪
を
降
ら
せ
た

と
い
う
。」（
平
成
二
三
年
十
二
月
十
三
日
付
北
海
道

新
聞
）
と
の
こ
と
。

以
上
は
災
害
に
な
る
ほ
ど
の
大
雪
が
降
っ
た
例
で

あ
る
が
、
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
及
び
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
低
気
圧
が
停
滞
し
、
寒
気
団
の
南
下
す
る
条
件

が
重
な
っ
た
場
合
に
、
傾
向
と
し
て
、
西
寄
り
の
風

が
吹
く
と
旭
川
な
ど
内
陸
部
で
雪
が
多
く
、
北
寄
り

だ
と
札
幌
、
西
北
西
だ
と
岩
見
沢
や
石
狩
が
降
雪
の

中
心
と
な
る
そ
う
で
あ
る
。
加
え
て
、
積
丹
半
島
古

平
の
崖
に
低
い
雪
雲
が
当
た
り
、
江
別
市
、
岩
見
沢

市
方
面
に
雪
を
も
た
ら
す
地
形
要
因
も
あ
る
と
の
こ

と
。

し
か
し
、
平
成
二
六
年
二
月
に
南
岸
低
気
圧
の
発

達
に
よ
る
暴
風
雪
が
関
東
甲
信
と
東
北
に
記
録
的
な

大
雪
を
も
た
ら
し
、
四
日
目
に
入
っ
て
も
六
都
県
九

千
人
以
上
が
孤
立
し
、
甲
信
で
は
車
の
立
ち
往
生
が

続
く
な
ど
の
大
被
害
が
あ
り
、
最
近
の
気
象
変
動
の

激
し
さ
に
よ
り
、
大
雪
の
被
害
対
策
は
豪
雪
地
帯
以

外
に
も
必
須
と
な
っ
た
。

�

雪

か

き

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、
手
前
か
ら
積
み
上
げ

て
い
く
人
が
い
る
が
こ
れ
で
は
雪
の
捨
て
場
所
が
す

ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
多
少
の
雪
捨
て
場
所
が

あ
る
場
合
は
、
奥
の
方
か
ら
じ
っ
く
り
雪
の
捨
て
場

所
を
作
り
な
が
ら
捨
て
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

よ
く
共
同
住
宅
な
ど
で
、
手
前
か
ら
積
み
上
げ
て
い

く
人
を
見
か
け
る
が
、
雪
国
の
人
で
は
な
い
の
だ
な

と
す
ぐ
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
住
宅
地
等
で
見
か
ね
る
の
は
、
道
路
に
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
雪
を
捨
て
る
人
が
い
る
こ
と
で

あ
る
。
道
路
に
捨
て
た
雪
は
国
や
自
治
体
が
除
排
雪
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す
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

捨
て
場
所
が
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
、
許
さ
れ
る
行

為
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
人

に
限
っ
て
、
自
分
の
家
の
敷
地
内
は
全
く
雪
が
な
く
、

整
然
と
す
っ
き
り
綺
麗
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
道
路
の
雪
を
せ
っ
か
く
排
雪
し
た
の
に
、

す
ぐ
に
ま
た
雪
が
溜
ま
り
、
道
が
狭
く
な
り
、
対
抗

車
を
か
わ
す
の
も
一
苦
労
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
道
路
に
雪
を
捨
て
る
の
は
違
法
行
為
だ
と
、
周

知
徹
底
し
、
悪
質
な
も
の
は
取
り
締
ま
る
必
要
も
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
自
治
体
の
除
排
雪
作
業
も
除
雪
だ
け
、
排
雪

す
る
場
合
も
す
っ
か
り
排
雪
す
る
場
合
と
車
道
だ
け

の
場
合
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
除
雪
だ
け
の
場

合
に
、
雪
を
深
く
削
っ
て
行
く
が
、
広
く
除
雪
し
て

い
か
な
い
の
で
、
こ
れ
も
道
路
を
す
ぐ
狭
く
し
て
し

ま
う
原
因
で
あ
る
。

誰
し
も
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
玄
関
前
、
車

庫
の
前
に
重
く
硬
い
雪
の
塊
の
山
を
置
い
て
行
か
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
致
し
方
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
除
雪
車
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
操
作
部
の
激
し
い

振
動
の
た
め
白
�
病
に
な
る
人
も
い
る
そ
う
で
重
労

働
で
大
変
で
あ
る
が
、
日
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
雪
を

持
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
い
れ
ば
、

こ
れ
見
よ
が
し
に
ド
サ
ッ
と
雪
を
置
い
て
い
く
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
暖
か
い
飲
み

物
な
ど
を
差
し
入
れ
す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
個
人
で
業
者
と
契
約
し
、
取
り
払
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
人
も
い
る
。

ま
た
、
道
路
で
は
な
く
川
に
捨
て
、
そ
れ
が
融
け

て
洪
水
と
な
り
、
問
題
と
な
っ
た
地
域
も
あ
る
。

�

自
動
車
の
運
転

車
に
乗
る
前
に
は
雪
を
し
っ
か
り
落
と
し
て
始
動

す
べ
き
で
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
ワ
イ

パ
ー
で
雪
を
払
う
だ
け
、
走
り
な
が
ら
雪
を
落
ち
る

に
任
せ
る
無
頓
着
、
怠
惰
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
結
構
い

る
が
、
視
界
が
悪
く
自
ら
を
危
険
に
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
交
通
の
障
害
と
な
っ
た
り
、
後
続
の
車
の
迷

惑
に
な
る
の
で
是
非
励
行
し
て
ほ
し
い
。
酷
い
人
に

な
る
と
、
自
分
の
敷
地
か
ら
離
れ
た
道
路
の
真
ん
中

で
、
人
の
家
の
門
前
で
あ
ろ
う
と
所
構
わ
ず
、
大
量

の
雪
を
払
い
落
と
し
て
い
く
呆
れ
た
人
が
い
る
。
こ

れ
な
ど
も
道
路
に
雪
を
捨
て
る
の
は
違
法
行
為
だ
と

い
う
認
識
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。

�

屋
根
の
雪
下
ろ
し

屋
根
の
積
雪
が
多
く
な
る
と
、
家
屋
の
倒
壊
の
恐

れ
、
落
雪
や
雪
庇
な
ど
が
で
き
危
険
と
な
る
た
め
、

（雪捨て場となってしまっている公園）

（川に捨てられた雪）

（狭くなった住宅地の道路）
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雪
下
ろ
し
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
よ
う
万
全
を
期
し
、
命
綱
な
ど
念
に
は
念
を
入

れ
安
全
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
岩

見
沢
市
で
は
、
安
全
帯
、
ロ
ー
プ
（
金
具
付
き
）、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
雪
下
ろ
し
三
点
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
し

て
い
る
（
岩
見
沢
市
「
冬
の
く
ら
し

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」：

岩
見
沢
市
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可
）。

（冬のくらしガイドブック）

�

農
業
施
設
の
被
害
を
避
け
る
た
め
に

豪
雪
は
農
業
施
設
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
。
事
前
の

防
止
対
策
を
と
り
つ
つ
も
表
３
の
様
な
大
き
な
被
害

が
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
管
内
に
出
た
。
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ

わ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、

	
た
ま
ね
ぎ
の
育
苗
ハ
ウ
ス
や
一
部
花
卉
ハ
ウ
ス

の
越
冬
ハ
ウ
ス
以
外
の
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
ビ

ニ
ー
ル
を
外
し
、
骨
組
み
だ
け
に
す
る
。



大
雪
の
お
そ
れ
が
あ
る
年
や
毎
年
吹

き
だ
ま
り
に
な
る
な
ど
雪
が
た
ま
る
と
こ

ろ
は
骨
組
み
も
撤
去
す
る
。

�


以
外
の
骨
組
み
だ
け
の
ハ
ウ
ス
に

つ
い
て
も
倒
壊
し
な
い
よ
う
除
雪
の
徹
底

を
図
る
。

農
舎
等
に
つ
い
て
は
、

�
施
設
回
り
等
の
こ
ま
め
な
巡
回
に
よ

り
、
早
め
の
除
雪
対
応
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
雪
庇
に
つ
い
て
も
十
分
に
注
意

す
る
。



除
雪
作
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
ロ
ー
プ
の
装
着
や
必
ず
二
名
以
上
で

実
施
す
る
な
ど
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
を

図
る
。

�
定
期
的
に
屋
根
の
ペ
ン
キ
を
塗
る
な

ど
の
補
修
作
業
を
か
か
さ
な
い
。

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
、
待
ち
遠
し
い
春
耕
作
業
に
向
け
、

適
期
に
融
雪
剤
の
散
布
作
業
を
す
る
よ
う

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
情
報
を
発
信
し
、
啓
蒙

表３ JAいわみざわ管内の農業被害の状況（JAいわみざわ提供資料）

平成２３年１２月～２４年３月の降雪による被害

この年については、２４年２月１２日に過去最高の積雪量２０８
�を記録し、年間降雪量も１，０４０�となっております。
被害状況

ハウス事業による申請事業費～６４９，８１８千円
融雪材助成事業費関係～１，０１７件 ２０１，４４３千円
果樹被害助成事業費関係～１５件 ８，３６３千円
エゾシカ侵入防護棚助成事業費関係～６件 １，２４７千円

・復旧に関する支援（JA他関係機関により実施）
１．ハウス設置に関する援農の実施
支援件数～３１件
延べ日数～２８日
延べ人数～３７５人

２．廃棄ビニ－ル処理の費用負担
利用件数～７件
回収処理～３，３３９�

平成２３年１月の降雪による被害

この年については、２３年１月８日～１８日までの間に降雪量
で２０８�となっております。
被害状況

事業による申請事業費～ ９７，３０４千円

・復旧に関する支援（JA他関係機関により実施）
１．ハウス設置に関する援農の実施
支援件数～２１件
延べ日数～４２日
延べ人数～５０５人

２．廃棄ビニ－ル処理の費用負担
利用件数～２４件
回収処理～７，４９０�

棟数
１１９
２
１６
１３７

件数
６７
２
１６
８５

項目
ハウス
牛舎
格納庫
計

棟数
１，２７８
１，２７８

件数
４３８
４３８

項目
ハウス
計
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４
�
雪
と
親
し
む
た
め
に

－

提
案

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�

暴
風
雪
へ
の
対
策

北
海
道
開
発
局
・
札
幌
管
区
気
象
台
・
北
海
道
・

（
独
）
土
木
研
究
所

寒
地
土
木
研
究
所
に
て
企
画

制
作
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
で
き
て
い
ま
す
か
？

暴
風
雪
へ
の
備
え
！
』
が
あ
る
。
内
容
は
、

・
「
！
暴
風
雪
が
発
生
し
や
す
い
と
き
」

発
達
し
た
低
気
圧
の
通
過
や
強
い
冬
型
の
気
圧
配

置
の
時
に
暴
風
雪
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
天
気

図
で
は
等
圧
線
の
間
隔
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。

・
「
！
暴
風
雪
に
よ
る
被
害
の
特
徴
」

吹
き
だ
ま
り
、
暴
風
や
視
界
不
良
に
よ
る
歩
行
困

難
、
暴
風
に
よ
る
飛
散
物
、
停
電
な
ど
に
注
意

・
「
！
暴
風
雪
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
」

今
の
天
気
が
良
く
て
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
気

象
情
報
、
道
路
情
報
に
注
意
し
、
暴
風
雪
が
予
想
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
無
理
を
せ
ず
外
出
を
避
け
る
。

・
「
！
日
常
か
ら
暴
風
雪
に
備
え
る
」

家
、
車
の
常
備
品
に
つ
い
て

・
「
！
も
し
も
暴
風
雪
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
」

歩
行
中
や
屋
外
で
作
業
中
の
と
き
、
家
の
中
に
い

る
と
き
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
の
安
全
対
策
と

な
っ
て
い
る
。（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
上
記
各
機
関
で

入
手
可
能
。
ま
た
各
機
関
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可
能
）

し
か
し
、
何
よ
り
も
肝
心
な
こ
と
は
、
暴
風
雪
が

予
想
さ
れ
る
日
は
出
掛
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
ん

な
に
大
切
な
用
事
が
あ
ろ
う
と
も
、
命
が
あ
っ
て
の

物
種
な
の
だ
か
ら
…
。
自
分
だ
け
の
命
で
は
な
い
の

だ
か
ら
。
人
生
に
お
い
て
、
今
だ
け
で
な
く
、
将
来

も
あ
る
の
だ
か
ら
。

社
会
は
冬
の
暮
ら
し
に
対
す
る
鷹
揚
な
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

雪
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
米
な
ど
の
雪
冷
保
管

や
冷
房
機
能
等
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
そ
の
他
雪
の
利
活
用
、
雪
国
の
暮
ら
し
方
等

に
つ
い
て
提
案
し
て
み
た
い
。・

・
・
・

�

地
産
地
消
な
ら
ぬ
地
気
地
生
の
提
案

《
地
域
内
で
無
理
を
し
な
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
》

地
域
の
気
象
状
況
に
順
応
し
た
地
域
の
中
で
の
生

活
の
仕
方
、
急
が
な
い
生
活
時
間
の
取
り
入
れ
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
な
ら
ぬ
ウ
イ
ン
タ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
夏
場
と
同
じ
感
覚
で
仕
事
、
生
活

を
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
納
得
し
、
生
活
の
テ
ン
ポ

を
落
と
し
、
無
理
な
計
画
を
立
て
な
い
よ
う
な
冬
季

に
お
け
る
生
活
様
式
の
創
造
、
行
動
、
常
識
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

許
さ
れ
る
範
囲
の
程
度
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
平
成
二

五
年
三
月
二
日
か
ら
三
日
に
網
走
・
根
室
地
方
で
五

〇
〇
台
以
上
の
車
が
立
ち
往
生
し
、
中
標
津
町
、
湧

別
町
な
ど
で
死
者
九
名
が
出
た
暴
風
雪
に
よ
る
事
故

を
思
い
出
す
度
に
い
た
た
ま
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

同
じ
視
点
で
は
語
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一

九
七
〇
年
代
以
降
、
二
宮
金
次
郎
像
が
歩
き
な
が
ら

本
を
読
む
の
は
危
険
な
ど
と
の
意
見
が
多
く
出
、
撤

去
さ
れ
た
よ
う
に
、
時
代
背
景
や
考
え
方
の
大
勢
に

よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
認
知
さ
れ
る
可
能

性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
全
体
で
検
討
し
て
い

（パンフレット）

連載

－ 32 －



く
必
要
が
あ
る
。

�

イ
ン
フ
ラ
整
備
《
道
路
な
ど
へ
の

雪
捨
て
対
策
》

岩
見
沢
市
で
は
、
住
宅
地
に
お
け
る
雪
処
理
対
策

と
し
て
、
除
雪
業
者
が
重
機
で
雪
を
押
し
込
む
新
た

な
地
域
雪
堆
雪
場
（
雪
押
し
場
）
と
し
て
利
用
可
能

な
用
地
（
空
き
地
な
ど
）
の
無
償
提
供
を
募
集
し
て

い
る（「
冬
の
く
ら
し

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」）。
こ
の
こ

と
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
民
家
の
雪
捨
て
場
所
が
な

い
現
状
を
鑑
み
る
と
、
個
人
が
人
力
に
よ
り
捨
て
ら

れ
る
公
共
の
雪
捨
て
場
が
住
宅
地
に
点
在
す
る
と
便

利
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
あ
る
い
は
今
後
の
街

作
り
の
方
向
と
し
て
一
考
を
要
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
町
内
会
共
同
の
融
雪
設
備
も
い
い
か
も
し

れ
な
い
。

�

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
労
力
の
支

援
対
策
》

岩
見
沢
市
及
び
岩
見
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
高
齢
者
世
帯
へ
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
参
加
す
る
に
は
事
前
の
登

録
等
が
必
要
に
な
る
（
社
会
福
祉
法
人

岩
見
沢
市

社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ
）。

ま
た
、
岩
見
沢
市
に
限
定
さ
れ
な
い
が
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
広
域
交
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
研
究
会
」（
札
幌
）
が
運
営
す
る
札
幌
発
雪
は

ね
奉
仕
ツ
ア
ー
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）
の
岩
見
沢
市
美
流

渡
地
区
で
の
活
動
が
平
成
二
六
年
二
月
一
日
付
北
海

道
新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
ツ
ア
ー
は
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
二
〇
代
か
ら
五
〇
代
の
男
女
三
八
名
が
参

加
し
、
一
日
が
か
り
で
除
雪
奉
仕
等
に
汗
を
流
し
た

そ
う
で
あ
る
。
今
冬
は
岩
見
沢
市
、
三
笠
市
、
倶
知

安
町
な
ど
で
計
九
回
の
ツ
ア
ー
を
計
画
し
、「
地
域

内
で
助
け
合
う
の
は
難
し
い
現
実
が
あ
り
、
広
域
的

な
助
け
が
必
要
。
冬
だ
け
で
な
く
夏
に
も
地
域
と
の

交
流
を
続
け
た
い
」（
同
研
究
会
事
務
局
長
）
と
の

こ
と
で
あ
る
。

今
年
三
月
に
閉
校
と
な
っ
た
駒
澤
大
学
付
属
岩
見

沢
高
等
学
校
野
球
部
員
た
ち
が
毎
朝
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
近
隣
の
住
宅
地
を
除
雪
し
て
い
る
様

子
を
か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
し
て
い
た
。

地
域
内
に
い
る
比
較
的
時
間
の
余
裕
が
あ
り
、
体
力

の
あ
る
人
た
ち
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
事
前
登
録

な
ど
あ
ま
り
制
約
の
な
い
形
で
奉
仕
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
仕
組
み
、
事
例
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
？

・
・

�

雪
か
き
は
ス
ポ
ー
ツ
《
冬
の
恵
ま

・
・
・
・

れ
た
環
境
を
活
か
す－

発
想
の
転
換
》

雪
か
き
の
作
業
に
入
る
前
、
三
分
ほ
ど
の
準
備
体

操
を
し
て
も
ら
お
う
と
札
幌
市
の
主
導
で
「
雪
か
き

体
操
」
が
誕
生
し
た
。「
冬
に
し
か
で
き
な
い
運
動

と
捉
え
て
、
毎
日
の
雪
か
き
を
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
、
さ
っ
ぽ
ろ
健
康
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の

（住宅地にある私的な人力の雪捨て場）
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高
橋
睦
子
さ
ん
が
考
案
し
た
と
の
こ
と
。

「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
雪
か
き
選
手
権
」（
平
成
二
六

年
一
月
二
五
、
二
六
日
小
樽
市
）
と
い
う
新
し
い
試

み
を
小
樽
商
工
会
議
所
青
年
部
な
ど
市
民
有
志
で
つ

く
る
実
行
委
が
企
画
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
高

齢
化
に
伴
う
除
雪
問
題
を
解
決
し
、
地
域
の
活
力
再

興
と
交
流
促
進
を
実
現
し
よ
う
」
と
の
趣
旨
で
、
道

内
外
か
ら
一
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
二
日
目
に
坂
の

多
い
住
宅
街
で
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
、
地
域
の
雪
質
等
実
情
も
分
か
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
た
と
の
こ
と
。「
雪
を
資
源

と
し
て
生
か
し
、
来
年
も
盛
り
上
げ
ま
す
」（
実
行

委
員
）
と
意
気
盛
ん
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
度
か
ら
札
幌
市
教
育
委
員
会
が
札
幌

市
雪
対
策
室
と
連
携
し
「
さ
っ
ぽ
ろ
っ
こ
体
力
向
上

推
進
事
業
」
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
感
覚
を
取
り
入
れ
た

「
雪
か
き
汗
か
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
外
で
運
動
す
る
機
会
が
減
少
す

る
冬
期
間
に
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
自
宅
や
地
域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
消
火
栓

な
ど
の
除
排
雪
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。（
以
上
、
主
に
平
成
二
六
年
一
月
三
〇
日
付
北

海
道
新
聞
「
探
る
見
る
さ
っ
ぽ
ろ
＋
雪
か
き
は
ス

ポ
ー
ツ
だ
」
よ
り
）

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
の
新
た
な
取
組
み
事
例
の
よ
う

に
、
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も
冬
は
積
極
的
に
外

へ
出
る
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
い
う

の
は
勿
論
の
こ
と
、
今
ま
で
い
や
い
や
や
っ
て
い
た

雪
か
き
を
ス
ポ
ー
ツ
と
心
得
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ

ろ
う
か
？
健
康
管
理
に
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
か
な
り

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
雪
か
き
を
ス
ポ
ー
ツ
と
す

る
の
だ
か
ら
、
無
理
を
せ
ず
、
少
し
ず
つ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
全
部
や
り
き
れ
な
く
て
も
が
っ
か
り
せ
ず
、

見
栄
を
張
ら
ず
、
競
わ
ず
、
残
り
は
ま
た
次
の
日
に

や
れ
ば
い
い
と
気
楽
に
構
え
れ
ば
で
き
そ
う
で
あ
る
。

晴
耕
雨
読
な
ら
ぬ
晴�

除�

雪�

読�

の
提
案
で
あ
る
。

さ
て
、
つ
た
な
い
雪
に
対
す
る
提
案
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
読
者
諸
氏
の
意
見
、
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
形
式
自
由
、
郵
便
、
電
子
メ
ー

ル
の
媒
体
も
問
い
ま
せ
ん
。
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
等
を

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
次
号
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
当
研
究
所
宛
て
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
住
所
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
の

「D
A
T
A
FILE

」
を
参
照
願
い
ま
す
。）

〈
取
材
後
記
〉

冬
は
日
光
を
浴
び
る
時
間
が
減
少
す
る
た
め
、
体

の
し
く
み
上
、
睡
眠
不
足
に
な
り
、
う
つ
症
状
を
呈

す
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
だ
。
岩
見
沢
市
民
は
も
と
よ

り
豪
雪
地
帯
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
、『
ド
カ

雪
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
さ
ら
に
憂
う
つ
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
時
こ
そ
少
し
で
も
元
気
を
と
、

今
回
は
岩
見
沢
市
の
『
ド
カ
雪
』
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

特
別
研
究
員

西
野

義
隆

連載
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○
「
北
見
地
区
農
協
役
員
研
修
会
」

主

催

北
農
中
央
会
北
見
支
所

と

き

平
成
２６
年
１
月
２０
日

テ
ー
マ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
最
近
の

情
勢
と
農
協
の
運
営
方
策

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
非
常
勤
理
事
研
修

会
」

主

催

一
般
財
団
法
人
北
海
道
農

業
協
同
組
合
学
校

と

き

平
成
２６
年
１
月
３０
日

テ
ー
マ

こ
れ
か
ら
の
農
協
運
営
方

策

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
大
日
本
農
会
栃
木
支
会
総
会
」

主

催

大
日
本
農
会
栃
木
支
会

と

き

平
成
２６
年
１
月
３１
日

テ
ー
マ

報
徳
仕
法
に
学
ぶ
�
地

域
�
づ
く
り

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「�
わ
が
村
は
美
し
く
―
北
海
道
�

運
動
第
６
回
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
表
彰

式
」

主

催

北
海
道
開
発
局

と

き

平
成
２６
年
２
月
３
日

テ
ー
マ

大
賞
講
評

講

評

黒
河

功

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
常
呂
町
農
業
協
同
組
合
青
年
・
女

性
部
研
修
会
」

主

催

常
呂
町
農
業
協
同
組
合

と

き

平
成
２６
年
２
月
１２
日

テ
ー
マ

い
ま
こ
そ
Ｊ
Ａ
に
結
集

し
ょ
う

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
北
海
道
麦
作
フ
ォ
ー

ラ
ム
」

主

催

株
式
会
社
バ
イ
エ
ル

と

き

平
成
２６
年
２
月
２８
日

テ
ー
マ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
最
近
の

情
勢
と
北
海
道
農
業
の
実

力

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２５
年
度
妹
背
牛
町
水
稲
直
播

栽
培
研
究
会
総
会
」

主

催

妹
背
牛
町
水
稲
直
播
栽
培

研
究
会

と

き

平
成
２６
年
３
月
２５
日

テ
ー
マ

水
稲
直
播
栽
培
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

講

演

中
村

正
士

（
当
研
究
所
・
特
別
研
究
員
）

研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
２６
年
１
月
〜
３
月
）

人

事

異

動

＜

退

任＞

事
務
局
長

小
林

久
人
（
３
月
３１
日
）

特
別
研
究
員

中
村

正
士
（
３
月
３１
日
）

＜

新

任＞

研
究
参
与

片
岡

省
二
（
３
月
１
日
）

特
別
研
究
員

石
戸
谷

優
（
３
月
１
日
）

事

務

員

松
井
恵
理
子
（
４
月
１
日
）

＜

昇

格＞

事
務
局
長

片
岡

省
二
（
４
月
１
日
）

※
前

研
究
参
与
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◆
編

集

後

記
◆

�
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
開
催
さ
れ
た
冬
期

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
、
た
く
さ
ん
の
感
動
や
興
奮
、
涙
、

そ
し
て
た
め
息
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

四
年
に
一
度
、
そ
し
て
国
を
代
表
す

る
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
、
一

四
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
。
見
事
メ
ダ
リ
ス

ト
に
な
っ
た
選
手
、
惜
し
く
も
逃
し
た

選
手
も
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま

た
、
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て
応
援
し

た
方
々
、
寝
不
足
に
め
げ
ず
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
次
回
四
年
後
は
平
昌
、
そ

し
て
夏
期
の
東
京
へ
と
ロ
ー
ド
は
続
く
。

新
た
な
レ
ジ
ェ
ン
ド
は
生
ま
れ
る
だ
ろ

う
か
。

�
こ
の
三
月
で
震
災
か
ら
丸
三
年
経
過

し
た
。
し
か
し
、
現
地
の
復
興
は
ま
だ

ま
だ
途
上
だ
。
未
だ
仮
設
住
宅
暮
ら
し

の
ま
ま
や
、
町
づ
く
り
が
定
ま
ら
な
い

地
域
、
住
民
が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
町

も
あ
る
。
長
い
年
月
を
か
け
築
き
あ
げ

ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の

の
再
生
が
、
一
朝
一
夕
と
は
な
ら
な
い

こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ

Ｐ
Ａ
の
結
果
次
第
で
は
国
内
農
業
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
北
海
道
に
お
い
て

も
地
域
が
維
持
で
き
ず
、
町
や
農
地
が

荒
廃
し
か
ね
な
い
。
失
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
だ
。

�
本
号
で
「
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
」

を
特
集
し
た
。
開
設
５
年
目
と
な
り
、

名
前
の
由
来
で
あ
る
「
育
て
る
」「
つ

く
る
」「
食
べ
る
」「
感
じ
る
」「
つ
な

が
る
」
と
い
う
体
験
に
、
今
ま
で
多
く

の
参
加
が
あ
り
、
食
と
農
と
の
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ

ら
に
輪
が
拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
今
年
は
、
久
し
ぶ
り
の
ベ
ア
実
施

で
給
料
が
「
増
え
る
」
と
喜
ぶ
人
も
い

そ
う
だ
が
、
消
費
税
が
「
上
が
る
」
の

は
う
れ
し
く
な
い
。

�
暴
風
雪
に
見
舞
わ
れ
た
冬
も
終
わ
り
、

待
ち
に
待
っ
た
春
到
来
。
眠
り
か
ら
覚

め
た
新
緑
や
桜
も
間
近
。
農
作
業
も
す

で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
自
然
は
時

に
猛
威
を
ふ
る
う
が
、
今
年
は
大
い
な

る
め
ぐ
み
だ
け
を
期
待
し
た
い
。

（
片
岡

省
二
）
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